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【広報ふくち】2007.4月号

福智町として初めての剣道大会
が3月18日に福智町武道場で行
われ、町内全域から少年剣士32
人が参加。力強い気合いと鋭い
竹刀の音を響かせていました。
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■ ふくちインフォメーション
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特集　福智町行財政改革大綱答申 ３－ 15

３

浦田弘二町長の諮問を受け、昨年７月に発足した福智町行財政改革推進委員会。
週１回のペースで議論を深め、20回にもおよぶ会議、アンケート分析、現地視察を経て、
２月６日に森山沾一会長が、浦田弘二町長に答申書を手渡しました。
およそ半年をかけて新町の今後あるべき姿を明らかにした「福智町行財政改革大綱答申」。
ここに、その内容をまとめ、一挙公開します。

開公
挙一

特集「福智町行財政改革大綱答申」―健康･長寿の里、福智町がさらに良くなるために―
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福
智
町
は
、
職
員
数
や
公
共
施
設
数
が
肥

大
化
し
て
い
ま
す
。
約
２・５
万
人
の
人

口
に
対
し
、
20
万
都
市
並
の
施
設
が
あ
り
、
予

算
規
模
も
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
も
は
や
行

財
政
改
革
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

全
国
の
市
町
村
数
が
、
３
千
２
３
２
か
ら
１
千

８
２
０
に
減
っ
た
平
成
の
大
合
併
で
す
が
、
地
方

交
付
税
の
削
減
に
よ
り
、
再
度
合
併
す
る
自
治

体
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
合
併

し
て
も
財
政
を
真
剣
に
健
全
化
し
な
け
れ
ば
破

た
ん
を
招
い
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
を
直
視
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
は
今
後
ま
す
ま
す
交

付
税
を
削
減
し
続
け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

福
智
町
が
乏
し
い
財
源
の
も
と
で
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、

仕
事
の
能
率
に

つ
い
て
考
え
、
頭

や
身
体
を
使
っ

て
努
力
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、

こ
の
機
会
を
「
町

民
の
知
恵
を
出

健康長寿世界一の皆川ヨ子さんが生まれ育って
暮らしている福智町にほこりを
　福智町は平成18年３月６日、下田川の赤池町、金田町、方城町の３町が近隣の市

町村に先駆けて合併し、誕生しました。わたしたち行財政改革推進委員会は11月に

中間報告をまとめ、町長に答申するとともに、職員へのアンケート、町民などへのパ

ブリックコメントを実施してきました。ここに本答申をまとめ、浦田弘二町長をはじ

めとする行政職員、町民、議会の皆様方に答申いたします。

　福智町について特徴的なことは、旧３町いずれも準用再建団体（会社で言えば倒産）

という不名誉な経験を共有していることです。金田町は７年間、方城町、赤池町は10

年間（平成12年まで）、長いトンネルを抜けて再出発しました。その後、バブル崩壊

後の景気対策として国が展開した「地方債（借金）に依存したハコモノづくり」の政

策に３町とも深く足を踏み込み、過去の教訓を生かしきれず、立派な建物づくりを先

行させて、多額の借金自治体になってしまいました。そして財政基盤が弱かったため

に「合併こそ地域再建の特効薬である」として、合併特例債など期限付き財政支援を

あてにした３町合併への道を選ばざるを得ませんでした。

　町民には、足腰の強い自立した町、質の高い職員集団の組織、少子高齢化に向けた

保健・医療・福祉サービスなどが提供できる町になるとして、多くの期待を抱かせて

きました。しかし、行財政が健全な福智町だとは、財政指数を見る限り言えません。

この現状に加え、国の「三位一体の改革」による国庫補助金や地方交付税の厳しい削

減などもあり、町財政はさらなる危機的状況にあります。

　しかし、我々は､この時期を町政の役割や住民・議会のあり方や考え方をも問い直し、

住民･職員相互の信頼や連帯を深める絶好の機会としてとらえたいと思います。わた

したちは新たな自治体像をつくりだす立場です。ムダなお金を使わずに「住民が安心

して豊かに暮らせる町づくり」「子どもから大人、高齢者が誇りと自信を持てる町づく

り」を実現させなければなりません。

　今年１月30日に世界一の健康長寿となられた皆川ヨ子さん（114歳）は、わたした

ちの町で生まれ育ち、現在に至っています。この町には、このような良い風土がある

のです。そうした風土をさらによくするためには、第１に、行政職員が「行政＝世話

役の原点に回帰する」ことです。今までの固定観念にとらわれず、職員一人ひとりが

地方行政の担い手となり、町のリーダーとして地域を支えていくことが求められます。

職員のこのような自助努力なしには、町民の意識改革も新しいまちづくりの理念・目

標の実現も望めません。

　第２に、地方分権にふさわしい町民のためのまちづくりは、職員のみならず､ 町民

や議会との協働（パートナーシップ）なしには達成することができないということです。

我々はこのような観点から行財政改革の大綱を示し、改革の着実な推進のため、みな

さんのご理解とご協力を願うものです。

　いま地方は冬の時代を迎えています。北海道夕張市は、旧赤池町に続いて準用財政

再建団体の指定へと踏み切りました。つまり自治体の倒産です。増え続ける借金、減

り続ける人口、市民一人あたりの肩にのしかかる借金の重みは加速度を増しています。

　わたしたち行財政改革推進委員会は、この半年間、毎週討議の中で厳しさを肌身に

感じてきました。いま福智町は、合併によってこの財政危機を乗り越えるチャンスが

できたと言えます。しかし、このチャンスを生かさなければ財政破たんは目に見えて

います。この時期を生かしてこそ未来が開けるものと確信しています。「北の夕張、南

の福智」とならないよう、今こそ町長をリーダーに、職員･町民･議会が一丸となっ

て行財政改革に挑まなければなりません。わたしたちの福智町に誇りをもって、さら

に良いまちにしていこうではありませんか。

福智町行財政改革推進委員会

第
Ⅰ
章

行
財
政
改
革
の
基
本
的
事
項

し
合
い
、
汗
を
出
し
合
い
、
持
続
し
て
発
展
す
る

福
智
町
の
行
財
政
を
つ
く
る
き
っ
か
け
を
与
え
て

く
れ
た
」
と
考
え
れ
ば
良
い
の
で
す
。

　
「
ピ
ン
チ
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
行
財
政
改
革
は
、
次
の
２
つ

を
改
革
の
基
本
的
事
項
と
し
ま
し
た
。

　地方分権の時代における福智町のまちづくりは、町民が
自らの責任で自ら決定していくことが必要です。その自己
責任・自己決定を基本に、厳しい地域経済と財政事情の中
で、末永く自治体として存続できる行財政の仕組みを作っ
ていかなければなりません。この目標達成には、市町村合
併の効果を活用しつつも気を許すことのない、職員、町民、
議会の協力が欠かせません。

　行財政改革推進委員会の中では、巨額の滞納金問題へ
の対応で、行政に対する厳しい改革を求める意見が集中し
ました。また、職員に対するアンケートでは、旧３町職員
間の意識や仕事のやり方の違いも表れ、意識改革の必要性
がにじみ出ていました。町民の意識改革もこれからです。
わたしたちが旧３町の意識のままでは、福智町のまちづく
りは遅々として進むものではありません。行政は町民の立
場で柔軟に考えて行動し、民間でいう顧客志向（お客様本
位）の考え方に立たなければなりません。

持
続
発
展
す
る
福
智
を
目
指
す
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
。

行政の風土改革による職員の意識と行動改革［特別重点項目］

職場の和を基調としたグループ長制の導入

グループごとのテーマ設定や※CI手法による改革運動の実施

職員の自発的な勉強会や自己研修の奨励

町民との協働活動の場への職員参加奨励

来庁者への声掛け運動

町民本位の仕事改善［意識と行動の改革］Ⅱ

持続可能な行財政に［財政の健全化］Ⅰ

※CI：組織の個性や目標を明確にしてイメージの統一を図り、内外に認識させること。

　業務委託
第三セクター

指定管理者制度　

      NPO
  地域自治区
指定管理者制度
まちづくり町民会議【視点】

住民本位
   分権化
　   多元化

      　  【視点】
　　住民本位
     効率化
  成果重視
業務評価

協
  働

  経
営

  視点の説明

住民本位▶住民の立場で柔軟に考える。
　効率化▶民営化や協働化を進めコスト意識を持つ。
成果重視▶予算消化ではなく、成果を評価する。
業務評価▶評価と振り返りで仕事の仕方を改善。
　分権化▶現場へ権限を移譲する。
　多元化▶役場以外も公共サービスの担い手に想定。

社会貢献活動
利潤追求活動

協働
私的活動

行政の内部変革
改革の２本柱と
方策の実行

行政サービス

目標
自立した永続的
な自治体運営

メセナ
（文化活動支援）

ボランティアなど
企業住民

行政

議会

はじめに

行革概念図

● 改革の基本的事項 ●
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持続可能な財政構造の確立第Ⅱ章／第１節

健全財政へのシフト、
入を計り出を制する。

その１▶財政基盤の強化

福智町は発足時に約237億6千万円（17年度決算・普通会計のみ）の
借金を抱えて船出しました。経常収支比率は100％を超え、約30億に上
る巨額滞納金など深刻な課題が山積しています。財政改善は急務です。

第
Ⅱ
章

改
革
の
具
体
的
方
策

基
金
残
高
・
地
方
債
残
高
の
動
向
、
経
常

収
支
比
率
を
み
れ
ば
、
福
智
町
の
破
た

ん
寸
前
の
財
政
状
況
が
見
え
て
き
ま
す
。
広
報

紙
で
年
に
一
度
は
「
財
政
特
集
」
を
編
集
発
行
し
、

情
報
公
開
に
努
め
、
財
政
問
題
に
つ
い
て
町
全
体

で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
75
％
〜
80
％
が
標
準
的
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
17
年
度
の
福
智
町
の
経
常
収
支
比

率
は
１
０
１・
５
％
で
す
。
町
の
第
一
次
指
標
と

し
て
、
５
年
以
内
に
県
内
平
均
の
93
・
５
％
ま
で

に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。
標
準
財
政
規
模
を
勘

案
し
な
が
ら
財
政
規
模
の
拡
大
を
抑
制
し
、
経

常
収
支
比
率
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新

た
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
財
政
の
柔

軟
性
を
確
保
し
て
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
削

減
措
置
へ
の
転
換
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
い
ず
れ
導
入
さ
れ
る
新
公
会
計
基

準
で
求
め
ら
れ
て
い
る
資
産
・
負
債
を
示
す
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
、
事
業
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
一

定
期
間
の
資
金
の
出
し
入
れ
を
示
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
の
取
り
組
み
を
真し

ん
し摯
に
研
究
し
、
企
業
経

営
的
な
感
覚
を
常
に
持
っ
て
財
政
運
営
に
あ
た

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
予
算
重
視
か
ら
決

算
重
視
へ
の
転
換
を
図
り
、
健
全
・
堅
実
な
次
年

度
の
予
算
編
成
へ
と
つ
な
ぐ
べ
き
で
す
。

　

全
国
的
な
行
財
政
改
革
の
波
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
自
治
体
へ
の
意
識
改
革
を
迫
り
、
期
待

す
る
も
の
で
す
。
今
後
、
自
治
体
が
ど
れ
だ
け

改
革
に
や
る
気
を
示
せ
る
か
、
そ
の
姿
勢
が
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
収
の
確
保
に
万
全
を
期
す
と
共
に
、
使
用

料
、
手
数
料
の
見
直
し
を
行
い
、
受
益
者
負
担

の
適
正
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

1 

町
税
等
の
収
納
率
の
向
上

❶ 

税
収
は
、
町
の
主
財
源
の
一
つ
で
あ
り
、
収

納
対
策
会
議
を
中
心
と
し
て
毎
年
の
未
収
金
を

最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
、
収
納
率
向
上
を

重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
み
、
組
織
強
化

（
増
員
等
）
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

❷ 

課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
滞
納
整

理
の
適
切
な
実
施
等
に
よ
り
、
収
納
率
の
向
上

と
税
負
担
の
公
正
・
公
平
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

❸ 

各
部
署
は
各
々
目
標
数
値
を
定
め
、
信
念
を

持
っ
て
取
り
組
み
、
旧
町
の
収
納
に
関
わ
っ
た
関

係
職
員
の
適
切
な
配
置
が
重
要
で
あ
る
。

2 

町
税
等
の
巨
額
滞
納
金
の
解
消

❶ 

適
切
な
人
員
配
置
を
考
慮
し
た
特
別
班
を
編

成
し
、恒
常
的
に
滞
納
整
理
に
当
た
る
と
と
も
に
、

定
期
的
に
収
納
対
策
会
議
を
開
き
、
滞
納
整
理

の
進
捗
状
況
お
よ
び
対
策
等
を
検
討
す
る
。

❷ 

類
似
団
体
程
度
の
職
員
配
置
を
行
い
、
そ
れ

に
よ
っ
て
生
じ
た
余
剰
人
員
の
一
部
を
徴
収
業
務

に
集
中
さ
せ
る
。

❸ 
30
億
円
に
上
る
巨
額
滞
納
金
の
解
消
に
つ
い

て
は
、
町
長
を
は
じ
め
全
職
員
総
が
か
り
で
徴
収

に
取
り
組
み
、早
期
回
収
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

❹ 

年
度
内
に
支
払
い
を
し
な
い
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
延
滞
金
や
督
促
料
の
徴
収
等
、
厳
正
に

対
処
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
滞
納
金
の
回
収
に

関
す
る
条
例
の
制
定
等
が
必
要
で
あ
る
。

❺ 

税
負
担
の
公
平
性
の
原
則
に
基
づ
き
、
臨
戸

訪
問
や
納
税
相
談
、
悪
質
滞
納
者
に
対
す
る
適

正
な
法
的
措
置
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
勤

務
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導

入
を
検
討
す
る
。

❻ 

こ
の
滞
納
金
対
策
も
旧
町
の
収
納
に
携
わ
っ

た
関
係
職
員
の
適
切
な
配
置
が
重
要
で
あ
る
。

3 

遊
休
施
設･

土
地
の
有
効
活
用

❶ 

各
行
政
区
で
活
用
可
能
な
施
設
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
に
委
譲
し
、
有
効
活
用
を
図
る
。

❷ 

既
存
公
共
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
、
類
似

施
設
の
統
廃
合
を
進
め
、
施
設
運
営
は
指
定
管

理
者
制
度
を
主
体
と
し
て
推
進
す
る
。

❸ 

行
政
目
的
と
し
て
の
利
用
、
活
用
が
見
込
め

な
い
不
要
不
動
産
の
処
分
は
、
公
売
だ
け
で
な

く
、民
間
活
力
を
導
入
し
、査
定
売
却
等
の
企
画・

実
行
を
広
域
的
な
不
動
産
事
業
者
に
依
頼
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

❹ 

今
後
の
施
設
の
統
廃
合
に
伴
う
遊
休
施
設
に

つ
い
て
も
売
却
な
ど
を
進
め
る
。

4 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
・
地
域
ア
ッ
プ
計
画
の
推
進

❶ 

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
効
率
化
を
図
り
、
集
客
に

つ
な
が
る
案
件
は
整
備
拡
大
し
て
活
用
す
る
。

❷ 

観
光
ル
ー
ト（
温
泉・上
野
焼・
名
所
・
古
刹
等
）

の
企
画
・
整
備
や
伝
統
芸
能
の
保
存
、
維
持
を

進
め
る
。

❸ 

観
光
路
線
の
企
画
・
設
定
、
鉄
道
、
バ
ス
路

線
と
リ
ン
ク
で
き
る
町
営
バ
ス
路
線
の
企
画
・
実

施
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

❹ 

福
智
町
独
自
の
特
産
品（
農
産
物・工
芸
品
等
）

の
生
産
・
販
売
に
つ
い
て
の
企
画
・
立
案
・
実
施

に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

❺ 

公
設
民
営
企
業
の
複
数
創
設
を
実
現
さ
せ
て
、

雇
用
の
促
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
運
営
は
民
間

に
委
ね
、
利
益
の
還
元
は
基
金
や
歳
入
に
繰
り

入
れ
る
。
創
設
企
業
は
、
発
展
・
成
長
・
拡
大
し
、

福
智
町
の
他
の
事
業
と
も
関
連
し
て
成
長
す
る

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
農
・
商
・

工
と
リ
ン
ク
す
る
も
の
が
望
ま
し
い
。
業
種
の
選

定
は
、
立
案
・
企
画
・
調
査
・
調
整
に
関
わ
る
業

務
を
遂
行
で
き
る
実
行
委
員
会
の
設
立
が
必
要

で
あ
る
。
準
備
期
間
は
一
年
間
を
目
途
と
す
る
。

❻ 

旧
３
町
の
各
々
の
特
色
を
活
か
し
た
「
ふ
れ

あ
い
市
」
を
連
携
さ
せ
、
年
間
を
通
し
て
顧
客
の

増
加
定
着
を
図
る
。「
道
の
駅
」
構
想
も
視
野
に

入
れ
て
模
索
す
る
。
前
述
の
特
産
品
の
企
画
・
提

案
・
実
施
に
向
け
て
、
民
間
の
若
手
の
農
業
後

01
自
主
財
源
の

確
保
と
強
化

継
者
に
よ
る
チ
ー
ム
の
結
成
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
当
然
、
行
政
で
も
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
い
ず

れ
も
、
確
固
た
る
官
民
協
働
の
理
念
に
基
づ
い
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

❼ 

福
智
町
の
将
来
を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め
に
、

教
育
の
充
実
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
充
実

し
た
教
育
が
行
わ
れ
、
若
年
層
が
安
心
し
て
子

1 

人
件
費
に
関
す
る
事
項

❶ 

職
員
の
補
充
は
原
則
と
し
て
５
年
間
は
行
う

べ
き
で
は
な
い
。
補
充
し
て
も
退
職
者
の
１
／
３

以
下
に
と
ど
め
、
臨
時
職
員
は
減
員
す
る
方
向
で

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
報
酬
等
も
再
度
見
直
す
。

❷ 

10
年
で
類
似
団
体
並
み
の
職
員
数
に
す
る
予

定
だ
が
、
早
急
に
類
似
団
体
を
下
回
る
職
員
の

配
置
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
各
種
手
当
の

見
直
し
な
ど
も
行
う
必
要
が
あ
る
。

❸ 

退
職
勧
奨
を
適
宜
実
施
す
る
。

❹ 

人
事
評
価
制
度
に
対
応
し
た
給
与
制
度
の
適

正
化
を
図
る
。

2 

物
件
費
に
関
す
る
事
項

❶ 

消
耗
品
は
集
中
管
理
を
行
い
、
旅
費
の
適
正

化
や
各
分
野
の
節
減
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

5 
投
資
的
経
費
に
関
す
る
事
項

❶ 

補
助
事
業
を
優
先
し
、
町
単
費
を
最
小
限
に

抑
制
す
る
。

❷ 

事
業
計
画
（
三
年
間
）
を
作
成
し
て
、緊
急
性・

効
果
等
を
精
査
し
、
優
先
順
位
を
決
め
て
行
う
。

計
画
は
毎
年
見
直
し
、
同
年
度
の
投
資
的
経
費

の
上
限
を
定
め
て
枠
内
で
事
業
を
行
う
。
同
年

度
で
複
数
の
大
き
な
事
業
を
決
し
て
行
わ
な
い
。

❸ 

安
易
に
地
方
債
を
借
り
ず
、
見
返
り
の
な
い

単
独
事
業
債
は
原
則
と
し
て
借
り
入
れ
し
な
い
。

6 

そ
の
他
の
経
費
に
関
す
る
事
項

❶ 

職
員
配
置
の
見
直
し
に
よ
る
余
剰
人
員
を
維

持
補
修
業
務
に
当
て
て
経
費
の
削
減
を
図
る
。

❷ 

行
政
区
長
・
組
長
の
協
力
を
求
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
の
疎
遠
を
防
ぎ
、
各
地
域
と
の
均
衡
を

図
り
な
が
ら
経
費
削
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

7 

予
算
編
成
・
執
行
体
制
の
改
善

❶ 

概
算
要
求
の
限
度
額
を
明
示
し
、
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
財
政
の
標
準
規
模
を
考
慮
し
て
総
枠

配
分
方
法
を
検
討
す
る
。

8 

行
政
評
価
制
度
の
構
築

❶ 

行
政
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
重
要
事
務
事

業
の
評
価
を
行
う
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
三
役

幹
部
会
（
課
長
を
含
む
）
に
報
告
し
、
効
果
的

な
財
政
運
営
に
資
す
る
。

9 

入
札
制
度
の
見
直
し

❶ 

入
札
監
視
委
員
会
を
設
け
、
一
般
競
争
入
札

を
主
体
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
札
の
導
入

を
検
討
す
る
。

10 

も
っ
た
い
な
い
運
動
の
展
開

❶ 

行
財
政
改
革
推
進
本
部
の
も
と
に
、
も
っ
た

い
な
い
運
動
の
推
進
を
図
る
。

❷ 

一
人
ひ
と
り
が
現
状
を
理
解
し
、
で
き
る
も

の
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
。

き
で
あ
る
。

❷ 

消
耗
品
や
備
品
は
で
き
る
だ
け
一
括
購
入
を

検
討
し
、
競
争
入
札
で
購
入
す
る
。

❸ 

備
品
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ス
の
場
合

と
の
比
較
を
十
分
検
討
す
る
。

3 

扶
助
費
に
関
す
る
事
項

❶ 

扶
助
費
は
法
定
の
負
担
の
み
と
し
、
任
意
に

よ
る
町
単
独
の
扶
助
費
は
、
減
額
や
廃
止
な
ど
の

見
直
し
を
行
う
。

4 

補
助
費
等
に
関
す
る
事
項

❶ 

組
織
と
活
動
内
容
を
再
度
精
査
し
、
助
成
金・

補
助
金
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
将
来
性
も
な

く
活
動
内
容
の
乏
し
い
と
こ
ろ
は
助
成
を
廃
止
。

❷ 

公
的
機
関
以
外
の
任
意
団
体
に
対
す
る
助
成

金
・
補
助
金
は
原
則
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

02
歳
出
の

削
減

特集「福智町行財政改革大綱答申」

育
て
が
で
き
る
町
に
こ
そ
人
が
集
ま
り
、
定
住
化

へ
と
進
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
安
定

し
た
収
入
の
確
保
も
不
可
欠
で
あ
り
、
若
者
の

雇
用
の
安
定
促
進
も
あ
わ
せ
て
最
大
課
題
と
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
財
政
的
に
は
厳
し

く
て
も
、
重
点
施
策
を
吟
味
し
「
事
業
の
選
択

と
集
中
」
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。



８９

1 

施
設
の
整
理
統
廃
合
と
維
持
管
理
経
費
削
減

❶ 

既
存
公
共
施
設
の
利
用
状
況
の
総
点
検
。

❷ 

現
有
施
設
の
有
効
的
活
用
。

❸ 

無
駄
な
施
設
の
廃
止
処
分
。

❹ 

同
じ
よ
う
な
施
設
の
統
合
。

❺ 

民
間
へ
の
売
却
・
委
託
・
貸
し
出
し
の
検
討
。

❻ 

施
設
の
移
転
に
よ
る
効
果
的
活
用
の
模
索
。

❼ 

幼
児
教
育
（
保
育
を
含
む
）・
学
校
教
育
・
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
な
ど
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
の
た
め
の
教
育
条
件
の
整
備
。

2 
能
率
的
・
効
果
的
な
施
策
の
推
進

❶ 
地
域
の
産
業
（
上
野
焼
）
や
温
泉
施
設
な
ど
、

郷
土
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
て
発
展

す
る
施
策
を
立
案
す
る
。

❷ 

新
し
い
施
設
を
造
ら
ず
、
現
有
施
設
の
有
効

持続可能な財政構造の確立第Ⅱ章／第１節

公共施設とイベント
の整理統廃合。

その２▶効果的・能率的な行政運営

公共施設の管理運営は、能率的活用と合併効果を図りながら、現状
を早急に調査検討し、効果的活用の促進や整理統廃合を大胆に行っ
て、支出されている費用が生かされるような対応策を急ぐべきです。

01
公
共
施
設
の

能
率
的
活
用

　

窓
口
や
電
話
の
対
応
が
町
民
と
の
一
番
の
接
点

で
あ
り
、
行
政
の
評
価
も
こ
れ
に
大
き
く
左
右
さ

れ
ま
す
。
福
智
町
は
合
併
に
よ
り
、事
務
の
場
所
、

手
続
き
方
法
、
担
当
者
な
ど
が
変
わ
り
、
さ
ら
に

業
務
が
専
門
化
し
て
い
る
た
め
、
町
民
が
ど
こ
に

行
け
ば
良
い
の
か
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
合
併
の
弊
害
を
無
く
す
た
め
に
も
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
・
改
革
が
望
ま
れ
ま
す
。「
総

合
案
内
・
総
合
窓
口
の
設
置
」
は
、
単
に
部
署
や

窓
口
を
新
設
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
窓
口
の
案

内
・
窓
口
的
な
機
能
を
充
実
さ
せ
、
全
職
員
が
町

民
の
相
談
役
と
し
て
機
能
す
る
対
応
が
必
要
で

す
。
よ
り
町
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

　

平
日
の
日
中
に
来
庁
で
き
な
い
町
民
が
少
な

く
な
い
現
状
を
考
え
れ
ば
、
窓
口
業
務
の
多
様

化
が
必
要
で
す
。
時
間
の
延
長
を
は
じ
め
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
手
続
き
を
可
能
と
す
る

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
特
に
情
報
通
信
技
術
を
最
大
限
活
用
し
、

町
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
行
政
事
務
の
高
度
化
・

効
率
化
の
た
め
の
有
効
な
方
策
と
し
て
、
一
層
情

報
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

当
面
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
導
入
し
、
曜

日
を
指
定
し
て
、
平
日
は
６
時
ま
で
と
、
月
に
１

回
、
日
曜
日
に
半
日
の
窓
口
開
設
を
検
討
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

町
政
は
、
ま
ず
役
場
職
員
の
応
対
の
仕
方
に

よ
っ
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
役
場
の
顔
で
あ
る
窓
口

や
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
町
民

が
、
よ
り
良
い
福
智
町
を
築
く
た
め
の
税
金
を

納
め
て
い
た
だ
く
、
大
切
な
方
々
で
あ
る
」
と
い

う
基
本
認
識
が
必
要
で
す
。「
町
民
は
役
場
を
選

べ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

町
民
へ
の
応
対
の
あ
り
方
に
つ
い
て
民
間
か
ら
学

び
、
町
民
志
向
に
基
づ
く
職
員
の
意
識
改
革
を

行
っ
て
、
全
庁
的
に
窓
口
対
応
の
改
善
・
向
上
に

取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

的
活
用
に
徹
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

❸ 

地
域
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
も
含
め
た

公
共
施
設
の
管
理
方
法
を
検
討
し
、
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
む
。

　

旧
３
町
で
行
わ
れ
て
き
た
行
事
に
は
、
地
域
の

独
自
性
を
生
か
し
た
も
の
や
地
域
な
ら
で
は
の
行

事
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
行
事
内
容
を
精
査

し
、
町
民
の
連
帯
と
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
念

頭
に
お
い
て
、
統
廃
合
等
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

1 
旧
３
町
で
行
わ
れ
て
き
た
行
事
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
検
討

❶ 

独
自
性
を
生
か
し
て
存
続
さ
せ
、
か
つ
全
町

的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
も
の
。

❷ 

類
似
し
た
行
事
で
統
合
で
き
る
も
の
。

❸ 

廃
止
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
。

2 

福
智
町
の
発
展
の
た
め
に
、
新
た
に
始
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
行
事
は
な
い
か
検
討
す
る

1 

診
療
所

　

コ
ス
モ
ス
診
療
所
の
経
営
状
況
は
悪
化
の
一
途

を
た
ど
り
、
い
ま
や
年
間
赤
字
２
億
６
千
万
円

と
い
う
最
悪
の
状
態
に
至
っ
て
い
る
。
緊
迫
し
た

町
財
政
に
与
え
る
影
響
も
少
な
く
は
な
い
。
福

智
町
に
は
コ
ス
モ
ス
診
療
所
と
方
城
診
療
所
が
あ

り
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
住
民
に
信
頼
さ

れ
親
し
ま
れ
る
診
療
所
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た

め
に
は
、
現
状
の
徹
底
分
析
と
健
全
な
経
営
状

況
を
つ
く
り
出
す
方
策
を
見
い
出
す
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
診
療
所
に
関
す
る
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

❶ 

町
内
二
つ
の
診
療
所
の
実
情
を
調
査
す
る
。

❷ 

経
営
困
難
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
要
因
は
何

か
徹
底
分
析
す
る
。

❸ 

診
療
所
を
公
的
医
療
と
し
て
存
続
さ
せ
る
か
、

民
間
委
託
に
す
る
か
診
断
す
る
。

❹ 

年
次
計
画
を
立
て
、
経
営
状
況
に
つ
い
て
は

定
期
的
に
変
動
を
観
察
し
、
課
題
の
克
服
に
向

け
て
取
り
組
む
。

❺ 

診
療
所
を
一
つ
に
統
合
す
る
。

2 

水
道
事
業
の
見
直
し

　

水
道
事
業
に
お
い
て
も
そ
の
運
営
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。
水
道
事
業
は
住
民
生
活
に
直
接

関
係
す
る
部
分
で
あ
り
、
安
全
性
の
確
保
を
図

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
は
、
経

営
に
努
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
施
設

の
老
朽
化
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
財
政
基
盤
の

確
立
が
必
要
で
あ
る
。
当
面
は
、
水
道
料
金
の

収
納
率
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

が
急
務
と
な
る
。　

02
イ
ベ
ン
ト
事
業
の

統
廃
合

03
診
療
所
お
よ
び

公
営
企
業
の
見
直
し

町民の視点からの行政サービスの質の向上第Ⅱ章／第２節

窓口サービスを意識
改革と手法で向上。

「行政は最大のサービス業である」という視点で

窓口は役場の顔です。一人の職員の何気ない対応でも、すべて福智
町行政という看板を担っています。お金をかけずに工夫をし、さらに
プロとしての意識を高めた、よりよいサービスの提供を希望します。

　

そ
こ
で
、
全
職
員
に
よ
る
日
常
的
な
声
か
け
運

動
の
実
践
と
一
定
程
度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
一
人

ひ
と
り
の
職
員
の
接
客
マ
ナ
ー
が
向
上
す
る
接
客

研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
町
民
は
「
役
場
は
敷
居
が
高
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
相
談
事
も
つ
い
有
力
者
や
議

員
に
寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
行
政
の
平
等
性

や
公
平
性
、
町
民
と
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に

も
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
て
の
課
に
相
談
窓
口
を
設
け
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
同
時
に
、
全
庁
的
に
統
一
し
た

様
式
の
元
に
相
談
や
要
望
を
受
け
て
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
町
民

に
情
報
提
供
を
行
っ
て
、
政
策
立
案
に
反
映
さ
せ

る
な
ど
の
具
体
的
方
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

意
見
箱
に
は
従
来
か
ら
取
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、十
分
に
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

意
見
箱
の
役
割
は
町
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。設
置
場
所
等
を
工
夫
し
て
活
用
し
、

寄
せ
ら
れ
た
町
民
の
意
見
の
反
映
を
望
み
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
電
子
掲
示
板

等
「
町
民
の
意
見
箱
」
は
多
様
な
形
態
を
取
り

入
れ
、
意
見
や
要
望
は
前
項
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

一
体
化
し
て
、
行
政
か
ら
の
情
報
発
信
の
起
爆
剤

と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

01
総
合
案
内
・

総
合
窓
口
の
設
置

02
窓
口
サ
ー
ビ
ス
時
間

の
拡
大

03
窓
口
対
応

の
向
上

05
町
民
の
意
見
箱

の
設
置

04
相
談
窓
口

の
充
実

特集「福智町行財政改革大綱答申」
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合
併
に
伴
っ
て
組
織
機
構
は
肥
大
化
し
、

現
在
、
24
課
１
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
職
員
数
３
０
６
人
の
う
ち
、
24
課
に
33
人

の
課
長
、
62
係
に
95
人
の
係
長
が
い
て
、
主
査
は

58
人
、主
任
主
事
は
20
人
、主
事
は
58
人
で
あ
り
、

課
長
・
係
長
が
合
計
１
２
８
人
と
、
ま
さ
に
役
職

が
氾
濫
し
て
い
る
職
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
制

を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
で
、
命
令
系
統
を
一
本
化

し
、
シ
ン
プ
ル
で
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
旧
町
の
枠
を
取
り

崩
し
、
因
習
や
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
ず
職
員
の

真
の
和
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
、
課
の
統
廃
合
と

共
に
名
称
も
含
め
て
、
機
構
組
織
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
大
き
く
足
を
踏
み
出
す
と
き
で
す
。

　

現
在
の
本
庁
と
支
所
の
状
況
は
、
旧
３
町
の
職

員
が
合
併
後
の
困
難
を
共
に
克
服
し
よ
う
と
す

る
関
係
よ
り
、
む
し
ろ
、
勤
務
内
容
の
違
い
や
仕

事
量
の
格
差
、
連
絡
の
不
徹
底
な
ど
が
重
な
り

不
協
和
音
を
奏
で
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

現
在
の
業
務
は
、
窓
口
で
住
民
の
申
請
を
待
つ
こ

と
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
が
抱
え
る
課

題
を
申
請
主
義
で
対
応
す
る
時
代
は
過
ぎ
ま
し

た
。
申
請
事
項
の
み
が
自
治
体
の
課
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
き
た
申
請
主
義
か
ら
、
申
請
さ
れ

る
前
に
「
現
場
」
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
目
を

向
け
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
に
「
出
前
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
全

国
の
自
治
体
に
地
方
分
権
と
地
方
自
治
の
あ
り

方
を
考
え
る
機
会
を
与
え
た
の
だ
と
言
え
ま
す
。

全
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
、
福
智
町
の
「
平
成
の

大
改
革
」
と
い
え
る
機
構
改
革
の
実
現
に
力
を

注
ぐ
こ
と
が
、
い
ま
、
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

変革の時代に対応できる人材と組織の育成第Ⅱ章／第３節

組織のスリム・効率化
と個々の強化育成。

受け身ではなく自発的な積極行政

組織は人です。人を活かすのも組織です。自治体に地方分権と地方
自治のあり方が問い直されるいま、変革の時代に対応できる体制が必
要です。福智町では、さらに時代を一歩リードする行政を希望します。

1 

組
織
改
革
の
再
編
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
係

の
廃
止
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
制
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
実
施
を
目
指
す

❶ 

係
制
度
・
係
長
の
廃
止
▼
係
制
度
は
業
務
が

固
定
化
さ
れ
る
。
組
織
も
細
分
化
さ
れ
、
部
下

の
い
な
い
係
長
職
も
生
ま
れ
て
い
る
。
係
を
超
え

て
の
事
務
協
力
も
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

❷ 

グ
ル
ー
プ
制
度
の
導
入
▼
縦
割
り
制
度
の
弊

害
を
解
消
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
力
と
創
意
工

夫
が
生
か
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
る
。
グ
ル
ー
プ
に

は
グ
ル
ー
プ
長
を
置
き
、
グ
ル
ー
プ
の
統
括
を
す

る
（
19
年
度
を
検
討
期
間
と
す
る
）。

2 

推
進
体
制
を
強
化
す
る

❶ 

行
財
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
「
行
財

政
改
革
推
進
本
部
」
を
中
心
と
し
て
全
職
員
が
一

致
協
力
の
も
と
に
推
進
す
る
。

❷ 

毎
朝
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
は
も
と
よ
り
、
定
例

的
な
課
内
会
議
を
定
着
さ
せ
、
各
課
よ
り
、
課

長
会
等
へ
積
極
的
な
提
案
を
し
て
い
く
。

❸ 

一
課
一
提
案
運
動
（
課
内
会
議
で
目
標
を
決

め
て
取
り
組
む
）

❹ 

行
財
政
改
革
の
実
施
状
況
を
広
報
紙
で
公
表

し
、
町
民
か
ら
の
提
案
も
募
り
、
改
革
へ
の
認
識

を
高
め
合
う
。

❺ 
庁
内
広
報
紙
（
職
場
新
聞
）
の
発
行
。

　
「
今
、だ
れ
が
（
ど
こ
が
）
何
を
、い
つ
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
に
、
行
財
政
改
革
を
や
っ
て
い
る
か
」

と
い
う
具
体
的
な
動
き
を
広
報
し
、
研
修
も
行

い
、職
員
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
行
革
を
進
め
る
。

3 

支
所
を
廃
止
し
、
本
庁
一
つ
に
ま
と
め
る
方

向
で
検
討
す
る

❶ 

特
別
委
員
会
で
期
間
を
決
め
て
検
討
す
る
。

4 

暫
定
的
措
置
と
し
て
の
支
所
の
あ
り
方
を
早

　

 

急
に
検
討
す
る

❶ 

業
務
を
最
低
限
必
要
な
も
の
に
整
理
す
る
。

❷ 

旧
赤
池
町
・
旧
方
城
町
庁
舎
の
活
用
と
関
わ
っ

て
所
在
を
検
討
す
る
。

⑴
庁
舎
の
一
部
を
借
用
す
る
。

⑵
公
共
施
設
を
一
時
借
用
す
る
。（
空
き
施
設
が

あ
れ
ば
利
用
す
る
）

⑶
支
所
の
職
員
数
を
業
務
可
能
な
最
低
人
員
に

削
減
す
る
。

5 

「
出
張
役
場
」
制
度
の
開
始

　

本
庁
に
足
を
運
び
に
く
い
遠
隔
地
や
、
高
齢

者
、
障
害
者
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
自
治

体
職
員
の
自
宅
を
「
出
張
役
場
」
と
し
、
事
務

の
取
次
ぎ
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

❶ 

住
民
票
・
戸
籍
抄
本
の
申
し
込
み
や
各
種
使

用
申
込
書
・
税
金
や
公
共
料
金
の
納
付
な
ど
簡

単
な
事
務
の
対
応
を
す
る
。

❷ 

担
当
す
る
職
員
全
員
に
出
納
員
辞
令
を
交
付

し
、
領
収
印
を
預
け
る
。

6 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入

　
「
町
民
の
た
め
に
役
場
の
窓
口
は
あ
る
」
と
い

う
考
え
方
に
立
ち
、
働
く
人
達
の
こ
と
を
考
慮

し
て
、町
民
の
利
用
し
や
す
い
時
間
設
定
に
す
る
。

❶ 

平
日
は
、
朝
１
時
間
早
く
出
勤
し
、
夕
方
は
、

１
時
間
30
分
延
長
す
る
。

❷ 

休
日
は
、
平
日
通
り
の
時
間
帯
と
す
る
。

⑴
職
員
は
２
人
〜
５
人
（
実
施
し
て
検
討
）

⑵
業
務
は
、
住
民
票
・
戸
籍
の
謄
抄
本
・
印
鑑

証
明
の
交
付
・
税
金
、
手
数
料
の
納
付
・
各
種

届
出
書
の
受
理
な
ど
。

⑶
窓
口
業
務
に
従
事
し
た
職
員
は
▼
朝
１
時
間

早
く
勤
務
し
た
職
員
は
１
時
間
早
く
退
庁
▼
夕

方
遅
く
勤
務
し
た
職
員
は
朝
10
時
に
出
勤
▼
休

日
に
出
勤
し
た
職
員
は
振
り
か
え
代
休
を
と
る
。

※ 

超
勤
手
当
て
の
支
給
は
し
な
い
。

7 

庁
内
人
事
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る

　

職
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
納
得
で
き

る
民
主
的
な
人
事
を
行
う
よ
う
努
力
す
る
。

❶ 

庁
内
人
事
委
員
会
は
、
町
長
を
中
心
に
、
各

年
代
代
表
・
男
女
代
表
・
課
長
代
表
な
ど
、
全

体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
10
人
程
度
で
構
成
。

❷ 

庁
内
人
事
方
針
案
を
作
成
し
、
提
案
す
る
。

❸ 

庁
内
人
事
の
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
評
価
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
よ
い
方
策

を
生
み
出
す
努
力
を
す
る
。

　

合
併
に
伴
い
、
事
務
事
業
量
に
応
じ
た
職
員

の
適
正
配
置
に
い
ま
だ
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
す
。

1 

職
員
数
の
早
期
適
正
化
を
図
る

❶ 

類
似
団
体
を
下
回
る
人
員
体
制
を
目
指
す
。

❷ 

事
務
事
業
の
整
理
・
合
理
化
を
図
る
。
道
路

や
施
設
等
の
維
持
管
理
に
も
職
員
を
充
て
る
。

（
他
へ
お
金
を
払
っ
て
い
る
こ
と
を
職
員
が
行
う
）

2 

職
員
の
新
規
採
用
は
財
政
健
全
化
計
画
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
最
小
限
に
と
ど
め
る

❶ 

職
員
採
用
は
庁
内
人
事
委
員
会
が
担
当
し
、

採
用
試
験
に
よ
る
公
正
・
公
平
な
人
選
を
行
う
。

1 

人
事
評
価
制
度
を
検
討
し
、
実
施
を
目
指
す

❶ 

年
功
序
列
を
払
拭
し
、
能
力
主
義
、
成
績
主

義
を
導
入
す
る
。（
指
導
力
・
責
任
制
等
）

❷ 

人
事
評
価
に
は
、
自
己
評
価
性
・
総
合
評
価

性
を
採
り
入
れ
、自
分
で
考
え
、自
分
で
判
断
し
、

自
発
性
を
身
に
付
け
た
職
員
を
目
指
す
。

⑴
第
一
に
、職
員
自
身
が
評
定
す
る
。（
自
己
評
価
）

⑵
第
二
に
、
課
長
が
行
う
。

⑶
第
三
に
、
町
長
・
助
役
・
庁
内
人
事
委
員
長

で
総
合
的
評
価
を
す
る
。

⑷
評
定
形
式
は
評
価
シ
ー
ト
を
中
心
に
統
一
化
。

❸ 

職
員
が
自
分
の
持
ち
場
で
の
実
践
・
反
省
・

課
題
・
方
策
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
提
出
す
る
。

2 

昇
任
試
験
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る

3 

女
性
管
理
職
登
用
を
推
進
す
る

1 

庁
内
研
修
の
充
実
強
化
を
図
る

❶ 

自
己
研
修  

❷ 

課
内
研
修  

❸ 

グ
ル
ー
プ
研
修

2 

各
種
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。 

3 

他
の
市
町
村
を
視
察
す
る
。

1 

国
の
制
度
に
準
拠
し
た
、
適
正
な
給
与
制
度

を
運
用
す
る
。

2 

諸
手
当
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。 

3 

旧
町
間
の
職
員
給
与
の
格
差
是
正
を
す
る
。

 

1 

職
員
提
案
制
の
導
入
。

2 

提
案
が
採
用
・
実
施
さ
れ
た
者
を
顕
彰
す
る
。

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

全
国
的
に
議
員
提
案
に
よ
る
定
数
削
減
が
検
討

さ
れ
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
の
行
財

政
運
営
を
考
え
る
と
き
、
本
町
に
お
い
て
も
４
月

の
改
選
（
定
数
20
人
）
後
、
早
急
な
条
例
定
数

の
見
直
し
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

01
機
構

改
革

特集「福智町行財政改革大綱答申」

02
定
員
適
正
化

の
推
進

03
人
事
評
価
制
度

の
導
入

04
職
員
研
修
制
度

の
充
実

05
職
員
給
与
の

適
正
化

06
職
員
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
す

提
案
制
度
の
導
入

07
議
員
定
数
の

適
正
化
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新
し
い
福
智
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
を

構
成
す
る
住
民
・
企
業
・
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
分
担
し
、
力
を
合
わ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
互

い
を
対
等
の
存
在
と
し
て
尊
重
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
、町
民
サ
ー
ビ
ス
は
も
っ

ぱ
ら
「
行
政
が
町
民
に
提
供
す
る
も
の
」
と
い
う

認
識
で
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
行
財
政
の
情
報
は

圧
倒
的
に
行
政
に
偏
っ
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
か
ら
の
情
報
提
供
も
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
事
業
説
明
会
・
出
前
講
座
・
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
媒
体
や
手
法
は
増
え
た
も

の
の
必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
政
へ
の
住
民
参
画
、
ひ
い
て
は
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
そ
の
大
前
提
と
し
て
、

ま
ず
行
政
の
持
つ
情
報
を
町
民
や
議
会
・
企
業

と
共
有
し
、
共
通
す
る
価
値
観
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。そ
れ
は
単
な
る
情
報
公
開
で
は
な
く
、

政
策
の
過
程
・
結
果
・
成
果
・
課
題
に
つ
い
て
行

政
自
ら
が
積
極
的
に
情
報
を
提
供
し
、
十
分
な

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
実
現
し
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
真
の
意
味
で
の
相
互
理

解
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
生
ま
れ
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
る
の
で
す
。

　

町
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
情
報
の
共
有
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
情
報
提
供
手
段
で
あ
る
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
よ
り
町
民
の
立
場
に

立
っ
た
も
の
に
す
る
に
は
、
広
報
活
動
や
情
報
発

町政の公開による町民参画促進第Ⅱ章／第４節

積極的な情報提供で
説明責任を果たす。

協働のまちづくりの大前提として

情報がなければ判断も行動もできません。行財政やまちづくりの情報
は、要求され、必要に迫られてから示すのではなく、まずは行政の説
明責任として、きめ細かく前もって明らかにすることが望まれます。

信
・
情
報
提
供
の
窓
口
を
一
元
化
し
、
町
民
が
求

め
る
情
報
を
集
約
・
整
理
し
、
町
民
が
気
軽
に

入
手
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
町
で
は
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
な

ど
、
情
報
化
に
関
す
る
条
例
は
制
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
求
め
る
改
革
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
町
民
と
行
政
の
相
互
理
解
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
関
係
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な
情

報
提
供
を
行
う
新
た
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
行
政
機
構
の
あ
り
方
、
具

体
的
方
策
の
検
討
を
行
う
よ
う
望
み
ま
す
。

　

住
民
自
治
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
は
、
情
報

の
公
表
・
提
供
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
住
民
参

加
の
機
会
拡
充
、
住
民
の
公
共
的
・
公
益
的
活

動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
施
策
（
人
的
・
財
政

的
支
援
等
）
の
実
施
が
必
要
で
す
。
よ
り
積
極

的
な
住
民
参
画
を
実
現
す
る
に
は
、
行
政
の
各

種
委
員
会
、
審
議
会
等
へ
の
公
募
に
よ
る
委
員
の

導
入
を
制
度
化
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。（
自
治

基
本
条
例
等
の
制
定
）

　

住
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
行
政
運
営
全
体
を
通
じ
て
、
単
に
政
策

判
断
の
結
果
が
適
切
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

前
提
と
な
る
事
実
（
情
報
）
や
過
程
も
重
要
で

す
。
行
政
手
続
の
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向

上
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め

各
種
委
員
会
・
審
議
会
等
の
情
報
公
開
を
積
極

的
に
検
討
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
特
に
議
会

や
委
員
会
の
傍
聴
は
、
日
曜
議
会
や
夜
間
議
会

等
の
導
入
に
よ
り
、
住
民
参
加
の
便
宜
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

福
智
町
の
広
報
紙
は
、
多
く
の
町
民
も
認
め

て
い
る
誇
り
え
る
広
報
紙
で
す
。
こ
の
広
報
紙
を

さ
ら
に
生
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
糧
と
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
双
方
向

通
信
の
特
徴
を
生
か
し
、
町
民
参
画
促
進
と
町

民
と
行
政
、
町
民
と
町
民
を
つ
な
ぐ
広
場
と
し
て

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

01
広
報
、
情
報
発
信

提
供
窓
口
の
一
元
化

町民との協働によるまちづくりシステムの確立第Ⅱ章／第５節

協働をキーワードに
一体化を推進。

情報と目的を共有し共通する価値観をもって

今やまちづくりや課題の解決に不可欠なものとなった「協働」。その
主体は住民、そして行政です。各地域・団体・企業が相互に連携し、
主体的にまちづくりに参画しなければ、福智町の展望は開けません。

　

こ
の
大
綱
で
は
、
協
働
と
い
う
概
念
を
「
町
内

全
域
や
そ
の
一
部
の
地
域
で
、
町
民
の
参
画
す
る

多
様
な
主
体
が
、
地
域
が
必
要
と
す
る
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
協
力
し
て
行
う
状
態
」
と
捉
え

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
「
多
様
な
主
体
」
と
は
、

行
政
区
や
自
治
会
、
町
民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

公
益
法
人
、
民
間
企
業
な
ど
、
町
民
が
参
画
す

る
団
体
の
こ
と
で
す
。
ま
た
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
協
力
し
て
行
う
」
と
は
、
住
民
団
体
が
、

単
に
行
政
か
ら
委
託
さ
れ
た
業
務
を
行
う
だ
け

で
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
を
共
有
し
、
相

互
に
連
携
・
分
担
し
て
行
え
る
関
係
を
示
し
ま

す
。
そ
の
前
提
と
し
て
情
報
共
有
の
必
要
性
が

あ
り
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
目
的
を
共
有
化
し
た

協
働
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
は
、

そ
の
執
行
段
階
だ
け
で
な
く
、
計
画
や
評
価
・
改

善
の
各
段
階
で
も
住
民
参
画
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
理
想
で
す
。
合
併
直
後
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
各

種
団
体
の
統
合
再
編
が
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

福
智
町
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
各
種
団
体

と
の
連
携
を
強
化
し
た
体
制
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

合
併
直
後
の
福
智
町
に
は
82
の
地
域
行
政
区

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
規
模
や
実
態
は
様
々
で
す
。

最
も
理
想
的
な
姿
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
一

体
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
現
状
は
バ
ラ
バ
ラ

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
地
域
行
政
区
は
地
方
自

治
の
細
胞
と
も
言
え
る
重
要
な
存
在
で
す
。
地

域
行
政
区
が
自
治
能
力
を
高
め
て
機
能
し
、
行

政
と
の
連
携
が
深
ま
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ

こ
で
行
政
は
、
毎
月
一
回
の
行
政
区
長
会
議
の

開
催
を
定
例
化
し
、
全
職
員
に
よ
る
地
域
別
担

当
者
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、
地
域
行
政
区
と

の
連
携
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
地
域
レ
ベ
ル
か

ら
検
討
す
る
地
域
委
員
会
を
設
け
、
地
域
行
政

区
の
再
編
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
一
体
化

を
進
め
る
よ
う
提
言
し
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
前
節
の

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
行
財
政
の
情
報
を
町
民

や
企
業
と
共
有
し
、
共
通
す
る
価
値
観
を
持
つ

こ
と
が
大
前
提
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
各
種
団
体
と
の
連
携
強
化
を
は

じ
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
な
ど
、

事
業
素
案
前
か
ら
の
幅
広
い
住
民
参
加
の
機
会

を
検
討
す
る
よ
う
提
言
し
ま
す
。

　

こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
切
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
支
え
合
う
社
会
と
循
環
型
社
会
、

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。
今
後

の
「
協
働
」
に
よ
り
、
事
業
の
効
果
を
上
げ
る
可

能
性
が
広
が
り
ま
す
。
町
が
取
組
む
事
業
に
は
、

幅
広
く
、
住
民・企
業
と
の
協
働
事
業
を
検
討
し
、

取
組
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
福
智
町
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
に
は

「
協
働
」
と
い
う
視
点
が
重
要

で
す
。
今
ま
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
、
役
場
だ
け
が
町
民
に
対
し

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、
民
間
企

業
や
住
民
団
体
に
委
託
し
た
方

が
安
価
か
つ
効
率
的
で
、
送
り

手
、
受
け
手
と
も
に
満
足
度
が

高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
役
場

が
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
一

つ
ひ
と
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ど
ん

な
主
体
が
、
何
を
使
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
行
う
の
が
町
民
に

と
っ
て
最
適
で
満
足
度
が
高
い

か
を
再
検
証
し
、
町
民
の
合
意
を
得
な
が
ら
、
あ

る
べ
き
姿
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

福
智
町
は
同
規
模
の
町
が
合
併
し
、
今
ま
で

競
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
た
め
、
同
じ

よ
う
な
施
設
が
町
内
に
分
散
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
財
政
破
綻
に
陥
る
こ
と
は
明
白
で
、
合

併
効
果
も
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
福
智
町
は
合
併

し
て
も
極
め
て
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、
地
理
的
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
生
か
し
た

一
体
感
の
創
出
が
当
面
す
る
課
題
で
す
。そ
こ
で
、

施
設
整
備・
集
積
・ア
ク
セ
ス
状
況
を
勘
案
し
「
体

育
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
」「
文
化
の
拠
点
」「
観
光
の

拠
点
」「
健
康
福
祉
の
拠
点
」
の
よ
う
に
拠
点
を

再
編
し
て
、
活
性
化
を
図
る
よ
う
望
み
ま
す
。

01
町
民
活
動
の
拠
点
施
設
の

再
編
と
活
性
化

02
ま
ち
づ
く
り
町
民
団
体
と
の

連
携
強
化

03
地
域
行
政
区
と
の

連
携
強
化

04
事
業
素
案
前
か
ら
の

町
民
参
加
方
式
の
検
討

05
協
働
事
業
の
選
別
と

実
施
主
体
の
検
討

02
各
種
委
員
会･

審
議
会
等

へ
の
公
募
委
員
導
入

03
各
種
委
員
会･

審
議
会
等
の

情
報
公
開

04
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実

特集「福智町行財政改革大綱答申」



森山 沾一 会長（福岡県立大学教授）

福 智町は、合併後過大になっている予算や、仕
事、公共施設数、職員数などを集中して適
正規模に近づける努力をする必要があると、

この大綱で述べてきました。また、新しい住民サービス
の担い手として想定される地域行政区や町民団体、自治
会、NPOなどの活動や組織化を支援し、協働のまちづ
くりを推進する必要があると示してきました。短い期間
でこの改革を成功させるには、何と言っても町長をはじ
めとする町幹部を中心とした強力なリーダーシップと実
行力が問われます。しかも、それは具体的かつ、全職員
が一丸となって取組まれるものでなければなりません。
　 福智町は世界一の健康長寿・皆川ヨ子

さんが住むだけでなく、400年の
伝統を持つ上野焼、温泉、名所、
豊かな農産物・工芸品などの特
産品があります。このように豊
富な地域資源とポテンシャリティ

（実現可能性）を持つ町
なのです。昨年度まで
市町村合併という大
改革を行ってきまし
たが、さらに新町
では行財政改革

1415

福
智
行
財
政
改
革
大
綱
の
実
施
計
画

は
、
福
智
町
建
設
計
画
お
よ
び
総

合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
改
革
の
期

間
中
は
行
財
政
改
革
の
目
標
達
成
を
最
優

先
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
行
政
内

部
の
「
行
財
政
改
革
推
進
本
部
」
で
具
体
的

達
成
目
標
を
作
成
し
、
実
現
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

目
標
達
成
、
町
民
へ
の
情
報
公
開
な
ど
の

具
体
的
事
例
と
し
て
は
、
糸
島
郡
二
丈
町
が

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
行
財
政
改
革
大
綱
の
計
画
年
度･

改

革
時
期
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま

第
Ⅲ
章（
最
終
章
）
福
智
町
建
設
計
画
及
び
総
合
計
画
と
の
調
整
と
改
革
の
時
期

で
の
５
年
間
と
し
、
大
綱
の
下
に
あ
る
実
施

計
画
は
実
施
事
項
の
達
成
状
況
の
確
認
を

毎
年
行
い
、
そ
の
結
果
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
公
表
し
、
広
く
町
民
か
ら

改
革
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

大
綱
が
単
な
る
「
計
画
書
」
に
終
わ
り
、

実
践
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
改

革
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、
最
終
答
申

後
も
外
部
委
員
を
入
れ
た
行
財
政
改
革
評

価
委
員
会
な
ど
の
会
議
を
設
置
し
、
毎
年
度

そ
の
改
革
の
成
果
を
評
価
し
て
、
町
民
や
議

会
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

豊
富
な
資
源
と
可
能
性
に
期
待
大

特集「福智町行財政改革大綱答申」

答申を受けて 福智町行財政改革推進委員会

会　長　   森　山　 沾　一　（県大）

副会長　   荒　巻　 久美子　（金田）

副会長　    中　原　 和　義　（上野）

委　員　   青　野　 義　信　（神崎）

委　員　   池　長　 　　昇　（神崎）

委　員　   太　田　 淳　三　（上野）

委　員　   須　藤　 優　子　（金田）

委　員　   立　花　 義　廣　（赤池）

委　員　   長谷川　 　　浩　（市場）

委　員　   林　　　 桂太郎　（神崎）

委　員　   原　田　 幸　美　（弁城）

委　員　   久　冨　 幹　枝　（弁城）

委　員　   本　田　 美津江　（伊方）

委　員　   松　尾　 英　俊　（弁城）

委　員　   安　武　 憲　明　（上野）

委　員　   山　尾　 勝　子　（上野）

委　員　   渡　辺　 　　巧　（神崎）
50音順・敬称略浦田 弘二 町長

おわりに 20回におよぶ会議で議論を深め答申した福智町行財政改革推進委員会

皆
さんすでにご存じのとおり、いま福智町の

財政は硬直化し、極めて厳しい状況にあり

ます。このままの状況を放置すれば、町は

いずれ立ち行かなくなります。そのような危機的状況

の中、今回の行財政改革大綱答申が示されました。

　私共はこの答申をふまえ、見直すべきものは見直し、

できることから積極的に改善をして、行政の責務を果

たさなければなりません。具体的には、昨年末に立ち

上げた行財政改革推進本部のもと、公共施設の統廃

合や自主財源の確保など、重点項目ごとのプロジェク

ト委員会を直ちに組織して、町の状況に見合った改革

の手法を明らかにしていきたいと思います。

　私は財政の数字だけを改善することが行財政改革

ではないと考えています。一時的な好転では「繰り返

し」を招きます。この改革の柱は意識改革であり、そ

の上に健全な財政基盤が創られてこそ「真の改革が

成った」と言えます。合併前に比べ職員の負担は少な

からず増えていますが、この改革の歩みを止めること

は、もはや許されません。福智町は過去に財政再建を

果たした経験もノウハウもあり、豊かな地域資源や町

発展の可能性も大いに秘めています。職員の自発的な

意識の高まりは、必ずや住民の皆さんに伝わり、町を

挙げての改革が成し遂げられるものと信じています。

　私はこの改革に職員一丸となって臨み、町の存続と

未来をかけて改革を推進する所存

です。福智町の礎はいま創らな

ければなりません。住民の皆

様には、公共施設の統廃合を

はじめ、ご理解をいただかなけ

ればならない課題が多々あり

ます。どうか、町の厳

しい現状を認識し

ていただき、改革

が目指す方向に、

お力添えを賜りた

いと願っています。

を推し進め、新しい未来豊かな福智町を実現する行政を
町民と共につくり上げていただきたいと思います。
　そこで、今回の答申の特徴は、次の４点に要約するこ
とができます。
　第１に、行財政のピンチをチャンスにするための「発
想の転換の視点」です。可能性を数多く持つ福智町が、
さらに豊かな町となるために「スクラップ・アンド・ビ
ルド」をする創造的視点です。
　第２に、そのために町民、行政、議会、企業などとの
協働（パートナーシップ）を提言していることです。知
識のある人は知恵を出し、身体の強い人は汗をかき、そ
れぞれの立場から新しい町をつくり上げていく必要があ
ります。
　第３に、行政職員の意識改革、行動改革に向けた組
織改革と研修システムの充実を重視したことです。町民
と町職員との協働により、福智町はさらに良い町になっ
ていくことでしょう。
　第４に、提言のひとつに「公設民営事業」を提言して
いることです。指定管理者制度を含めて職員の派遣事業
も視野に入れた町の活性化を提言しています。
　最後に、行政内部に設立された「行財政改革推進本部」
で、これらの趣旨を活かした具体的行動計画が策定され、
早急に実施されることをここで強く期待いたします。

町
の
未
来
と
存
続
を
か
け
て

福智町行財政改革大綱答申に関するご意見お問い合わせは▶福智町役場 総務課 庶務係 ☎ 22-0555まで

単
な
る
計
画
書
で

終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
。



業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の

告
示
が
２
月
13
日
に
行
わ
れ
、

14
人
の
定
数
丁
度
の
立
候
補
が
あ
り
、

公
選
に
よ
る
委
員
が
無
投
票
で
決
定
し

ま
し
た
。
２
月
19
日
に
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
当
選
証
書
が
渡
さ
れ
、そ
の
後
、

議
会
を
は
じ
め
各
団
体
推
薦
の
委
員
６

人
も
決
定
。
旧
町
か
ら
引
き
続
き
38
人

で
発
足
し
た
福
智
町
農
業
委
員
会
は
、

今
回
で
20
人
と
な
り
、
３
月
16
日
の
役

員
選
出
で
、会
長
に
仲
島
澄
男
さ
ん（
伊

方
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容

は
来
月
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

林
勝
馬
選
管
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
の
授
与

1617

農

20㎏を背負い満開に向け準備

満
開
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
の
周
辺
整
備

◉ 虎尾桜ボランティア周辺整備

尾
桜
を
心
配
す
る
世
話
人
会

（
熊
谷
信
孝
会
長
）
に
よ
る
桜

の
周
辺
整
備
が
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
13
人
が

福
智
山
登
山
道
入
り
口
に
集
ま
り
、
20

㎏
も
あ
る
土
壌
改
良
材
を
1
人
ひ
と
り

が
担
ぎ
ま
し
た
。
急
な
山
道
を
登
り
虎

尾
桜
と
対
面
し
た
参
加
者
は
、
周
辺
の

草
を
刈
っ
て
、
土
壌
改
良
材
を
散
布
。

毎
年
の
整
備
の
か
い
あ
っ
て
か
、
今
年

の
つ
ぼ
み
も
ふ
っ
く
ら
と
色
づ
き
、
ま

る
で
虎
尾
桜
が
「
早
く
咲
き
た
い
」
と

語
り
か
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

虎
職
員
を
対
象
と
し
た
接
遇
マ

ナ
ー
研
修
が
２
月
22
日
に
役

場
本
庁
で
開
か
れ
ま
し
た
。
客
室
乗
務

員
を
17
年
間
勤
め
た
西
藤
孝
子
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
言
葉
遣
い
や
応
対
の
基

本
を
学
習
。
住
民
の
視
点
に
徹
し
た
講

師
の
指
摘
を
受
け
て
「
無
意
識
の
う
ち

に
行
っ
て
い
た
自
分
の
悪
い
点
に
気
づ

き
ま
し
た
」
と
自
ら
を
振
り
返
る
職
員

も
多
く
、
２
回
の
研
修
に
約
150
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
後
、
町
で
は
職
員
研

修
を
充
実
さ
せ
、
行
財
政
改
革
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図
る
方
針
で
す
。

ま
ご
こ
ろ
を
伝
え
る
対
応
を
学
べ
た
研
修
会

町

思
い
出
の
合
唱
曲
に
思
わ
ず
涙
（
金
田
中
）

に
支
え
合
い
、
歩
ん
で
き
た
仲

間
と
の
最
後
の
学
校
行
事
と

な
っ
た
卒
業
式
が
、
３
月
15
日
に
町
内

の
各
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
、
９
年
間
の
義
務
教
育
を
修
了
し
た

卒
業
生
は
268
人
（
赤
池
中
102
人
・
金
田

中
85
人
・
方
城
中
81
人
）。
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
で
、
今
ま
で
の
思
い
出
を
振
り

返
っ
た
答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
の
思
い
出
深
い
式
典
と
な
り
ま

し
た
。
保
護
者
と
恩
師
が
見
守
る
中
、

生
徒
た
ち
は
学ま

な
び
や舎

に
別
れ
を
告
げ
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

共

72
歳
の
彼
女
が
語
る
今
ま
で
の
人
生
経
験
談

本
最
大
の
炭
坑
爆
発
事
故
と

い
わ
れ
る
方
城
大
非
常
。
大
正

三
年
に
三
菱
方
城
炭
坑
で
発
生
し
た
大

惨
事
で
す
。
過
去
に
こ
の
事
故
に
つ
い

て
執
筆
し
た
作
家
の
織
井
青
吾
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
た
講
演
会
が
、
３
月
18
日

に
ほ
の
ぼ
の
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。「
炭

坑
と
方
城
大
非
常
」
と
題
し
た
講
演
で
、

公
表
被
災
者
数
が
発
生
当
初
か
ら
減
少

し
続
け
た
背
景
や
実
際
は
ゆ
う
に
千
人

を
超
え
た
と
推
察
さ
れ
る
死
者
数
に
つ

い
て
な
ど
、
往
事
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

講
演
後
、足
跡
を
訪
ね
た
織
井
青
吾
さ
ん（
中
央
）

撃
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
お
な
じ

み
の
東し

ょ

う

じ

海
林
の
り
子
さ
ん
を

招
い
た
文
化
講
演
会
が
、
３
月
16
日
に

中
央
公
民
館
金
田
分
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
普
段
は
現
場
で
事
件
を
取
材
す
る

立
場
の
東
海
林
さ
ん
が
、
こ
の
日
は
一

変
し
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
さ
ま
ざ
ま

な
〝
事
件
〞
を
ユ
ニ
ー
ク
に
会
場
へ
伝

え
ま
し
た
。
東
海
林
流
・
健
康
の
秘
け

つ
は
〝
笑
う
こ
と
〞
だ
と
い
う
よ
う
に

約
100
人
の
参
加
者
を
笑
い
の
渦
に
巻
き

込
み
ん
だ
東
海
林
さ
ん
、
始
終
笑
顔
が

絶
え
な
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

日突

い
よ
い
よ
台
車
に
新
車
両
が
積
ま
れ
る
瞬
間

３
町
の
体
協
が
統
合
し
、
福

智
町
体
育
協
会
が
発
足
し
た

記
念
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
３
月
４

日
に
金
田
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
「
町
全
体
で
親し

ん
ぼ
く睦

を

深
め
る
良
い
機
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と

池
長
昇
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
地
域
か
ら

参
加
し
た
36
チ
ー
ム
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
わ
き
あ
い
あ
い
と
競
技
を
楽

し
み
、
福
智
町
と
し
て
の
一
体
感
が
よ

り
高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
▼
優
勝
／
月
光
▼
準

優
勝
／
あ
ら
れ
▼
3
位
／
金
田
三
区
。

　

微
妙
な
力
加
減
が
難
し
い
と
こ
ろ
…

月
か
ら
運
行
す
る
「
へ
い
ち

く
新
型
車
両
」
が
、
3
月
10

日
に
金
田
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
工
場

か
ら
駅
ま
で
、
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ば
れ
た
色
鮮
や
か
な
新
車
両
が
、
大
勢

の
関
係
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
命
を
吹

き
込
ま
れ
ま
す
。
ト
レ
ー
ラ
ー
の
荷
台

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
線
路
の
上
に
準
備

し
た
台
車
ま
で
、
２
台
の
巨
大
ク
レ
ー

ン
で
慎
重
に
運
ば
れ
て
組
み
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
３
月
25
日
に
お

披
露
目
さ
れ
、
一
般
公
募
し
た
愛
称
が

発
表
さ
れ
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

旧４

無投票で委員14人が決定
◉ 福智町農業委員会委員一般選挙

希望を胸に涙の巣立ち
◉ 町内 3中学校卒業式

春色の車両がやってきた
◉ 平成筑豊鉄道新型車両組み立て

親交深めた体協発足記念行事
◉ 福智町体育協会発足記念カローリング大会

「現場からお伝えしました！」
◉ 福智町文化講演会

方城大非常の秘められた真実
◉ 炭坑の歴史から福智町の未来を考える講演会

プロの接客を窓口業務に反映
◉ 町職員接遇マナー研修



県知事・県議会議員選挙
投票日▶4月8日日  7時 ～ 20時

福智町議会議員選挙
投票日▶4月22日日  7時 ～ 20時

期日前・不在者投票

1819

ふくち
インフ

ォメー
ション

整備
完了
伝統
工芸

第34回 上野焼
春の陶器まつり開催

安売り
が自慢

の春

　2月6日に福智町行財政改革大綱が答
申され、経費削減のために行政機構の見
直しを図りました。このことにより4月
2日月から下記の窓口が移動します。
赤池・方城支所地域建設課 ➡ 役場建設課／住宅課
○町道、農道、林道、水路の維持管理に関すること
は役場建設課へ　問 役場建設課　☎22-7765
○町営住宅の維持管理に関することは役場住宅課へ
問 役場住宅課　☎22-7768
赤池・方城支所水道係 ➡ 役場水道課
○上水道の維持管理に関することは役場水道課へ　
問 役場水道課　☎22-7769
金田・方城保健センター ➡ 赤池コスモス保健センター
○母子手帳交付、母子栄養強化食品支給申請、その
他保健関係についての相談、問い合わせは赤池コ
スモス保健センターへ。ただし、金田・方城で行わ
れている各種教室、方城保健センターで行われてい
るポリオ、金田・方城で行われている毎月の保健相
談は、引き続き金田・方城で行います。
　問 赤池コスモス保健センター　☎28-9500

整備
完了
機構
改善

4月2日から窓口業務
の一部が移動します

スリム
化に向

けて

　400年の歴史を誇る国指定の伝統的工芸品・上野
焼。今年も「陶器まつり」の季節を迎えました。お買
い得な割引商品とさらにお安くなったチャリティ商品
の販売や空くじなしのスタンプラリーの開催。さらに、
隣接する上野の里ふれあい市では農産物大売出しが
開かれます。使ってこそ良さが分かる上野焼。見て、
触れて、やきものの伝統とぬくもりが身近に感じられ
る３日間、どうぞ上野の里に足をお運びください。
日時▶4月28日土から30日月まで（9時～17時）
場所▶上野の里ふれあい交流会館
問 上野焼協同組合  ☎ 28-5864

↑お買い得品や掘り出しものが盛りだくさん、
じっくりお気に入りの品を見つけてください。

参加
募集

大会ボ
ランテ

ィア

車
い
す
テ
ニ
ス

を
サ
ポ
ー
ト

　

国
内
外
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
集
ま
る

飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
が
５
月
15
日

火
か
ら
６
日
間
開
催
さ
れ
、
福
智
町
が
サ
ブ

会
場
と
し
て
こ
の
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
で
16
回
目
を
迎
え
る
国
際
交
歓

会
が
５
月
18
日
金
に
福
智
町
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

福
智
町
車
い
す
テ
ニ
ス
実
行
委
員
会
で

は
、
大
会
と
交
歓
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
手

で
大
会
を
支
え
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
役

場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
福
祉
課
福
祉
係

 　

☎（
２
２
）７
７
６
３

↑選手の移動をサポートしながら、ふれあいの楽しいひととき。

参加
募集

福智町
中央公

民館で

春
季
ハ
ン
グ
ル

（
韓
国
語
）講
座

　
「
ア
ン
ニ
ョ
ン 

ハ
セ
ヨ
」
福
岡
か
ら
一
番

近
い
国
、
韓
国
。
春
か
ら
一
緒
に
韓
国
語
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？　

初
め
て
の
人
を
対

象
に
「
初
級
・
入
門
コ
ー
ス
（
全
６
回
）」
を

福
智
町
中
央
公
民
館
主
催
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
４
月
21
日
土
〜
７
月
14
日
土
ま
で

　
　
　

の
毎
月
第
２
・
４
土

　
　
　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

場
所
▼
福
智
町
中
央
公
民
館

対
象
▼
町
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人

定
員
▼
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
▼
無
料

問 

福
智
町
中
央
公
民
館

　

 

☎（
２
８
）４
１
０
０

↑あなたも韓国語をマスターして、日韓交流を楽しみましょう。

整備
完了
地方
選挙

県知事・県議会議員・
福智町議会議員選挙

忘れず
に投票

を

　福岡県知事、県議会議員および福智町議会議員選挙
が行われます。あなたの一票が未来をつくる大切な選挙。
棄権せずにぜひ投票してください。投票会場には選挙
管理委員会から送られる入場ハガキを持参ください。
問 福智町選挙管理委員会　 ☎22-0555

投票できる人▶満20歳以上（昭和62年 4月9日ま
での出生者）で、平成18年12月29日からひきつ
づき福智町に住民基本台帳の登録がある人。
※ 県の選挙権を有する人が県内のほかの市町村に住
所異動した場合は、異動日で投票所などが違ってきま
すので、選挙管理委員会にお問い合わせください。

投票所 投票対象地区
第1投票所／金田体育館 旧金田町管内

※ 旧金田町管内の投票所は、駐車場確保などのため、今まで
の金田小学校から変更しています。

第2投票所／方城中学校
伊方地区（一部除く）  
※旧方城町で中学校での投票者

第3投票所／方城支所
伊方地区の一部、弁城  
※旧方城町で役場での投票者

第4投票所／上野小学校 上野地区

第5投票所／中央公民館 赤池地区、市場地区

第6投票所／中央公民館 中尾地区、赤池ニュータウン地区

県知事・県議会議員選挙
期間▶4月7日 土まで
場所▶金田保健センター（金田駅裏付近）
時間▶8時30分 ～ 20時まで
福智町議会議員選挙
期間▶4月18日 水 ～ 4月21日 土
場所▶金田保健センター
時間▶8時30分 ～ 20時まで

投票できる人▶満20歳以上（昭和62年 4月23日
までの出生者）で、平成19年1月16日からひきつ
づき福智町に住民基本台帳の登録がある人。

未
来
の
た
め
に 

あ
な
た
の
一
票
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ま
ず
、
平
成
18
年
度
の
「
広
報
ふ
く
ち
」
の

発
行
経
費
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
新
町
の
情
報
量

の
多
さ
か
ら
ペ
ー
ジ
数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、

旧
町
合
計
に
比
べ
、
格
安
で
発
行
し
て
い
る
こ

と
が
お
分
か
り
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

モ
ノ
ク
ロ
（
黒
一
色
）
印
刷
に
す
れ
ば
、
さ
ら

に
経
費
は
落
ち
ま
す
が
、
近
年
は
印
刷
機
械
が

カ
ラ
ー
化
し
て
い
る
た
め
、
従
前
ほ
ど
の
差
額

は
生
じ
な
い
よ
う
な
状
況
で
す
。
そ
の
費
用
対

効
果
を
想
定
し
た
と
き
、
カ
ラ
ー
の
方
が
よ
り

住
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
と
考
え
、
現
在
の
よ
う
な
フ
ル
カ
ラ
ー

印
刷
で
発
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
印
刷
前
ま
で
の
編
集
を
全
て
職
員
が

行
う
こ
と
で
経
費
を
削
減
し
、
で
き
る
だ
け
直

近
の
情
報
を
掲
載
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

18
年
度
（
今
月
号
ま
で
）
の
「
広
報
ふ
く
ち
」

に
使
用
し
て
い
る
紙
は
、
以
前
よ
り
厚
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
紙
が
厚
い
か
ら
金

額
が
高
い
わ
け
で
は
な
く
（
薄
く
て
も
高
い
紙

質
も
あ
り
ま
す
）、
発
注
し
て
い
る
業
者
が
大
量

に
取
り
寄
せ
た
紙
が
必
然
的
に
価
格
も
安
く
な

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
印
刷
業
者
に
よ
っ
て
紙
の
価
格
は

変
動
し
ま
す
し
、
配
布
の
方
法
も
変
わ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
19
年
度
（
来
月
号
か
ら
）
に
使
用

す
る
紙
質
は
、
配
布
時
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
、
薄
い
も
の
に
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

旧
町
で
は
、
広
報
紙
に
２
か
所
の
と
じ
穴
を

開
け
て
い
ま
し
た
が
「
広
報
ふ
く
ち
」
で
は
開

け
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
穴
を
開
け
る
経
費

と
そ
の
た
め
の
日
数
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
に
と
じ
穴
を
開
け
た
場
合
の
経
費
は
、

１
号
あ
た
り
お
よ
そ
７
万
円
、
18
年
度
実
績

（
15
回
発
行
）
だ
と
年
間
で
約
１
０
５
万
円
か
か

り
ま
す
。
ま
た
、
穴
の
位
置
が
写
真
に
か
か
っ

た
と
き
に
、
人
の
体
の
部
分
に
重
な
る
場
合
も

あ
る
た
め
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が
大
幅
に
制
限
さ
れ

る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

保
存
す
る
際
に
何
か
と
不
便
か
と
思
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
、
編
集
に
際
し
て
は
、
今
後
も
み

な
さ
ん
に
保
存
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報

紙
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

創
刊
以
来
、
広
報
紙
の
表
紙
タ
イ
ト
ル
に
「
Ｆ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
当
初

は
「
何
の
印
刷
物
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
表
題
は
「
若

年
層
の
広
報
紙
ば
な
れ
」
と
い
う
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
物
を
参
考
に
し

て
考
案
し
た
も
の
で
す
。
創
刊
後
１
年
が
経
過

し
、
号
を
重
ね
る
ご
と
に
定
着
感
も
増
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
福
智
町
の
広

報
紙
だ
と
い
う
こ
と
を
さ
ら
に
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
今
月
号
か
ら
「
広
報
ふ
く
ち
」
の

文
字
を
工
夫
し
て
、
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
面
中
に
英
文
字
を
使
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ア
ク
セ
ン
ト
や
イ
メ
ー

ジ
効
果
の
た
め
に
配
置
し
て
い
る
も
の
で
、
訳

し
て
読
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４月から毎月１回の発行となる「広報ふくち」。行政情報や住民のみなさ
んの姿など、町の動きをより早く、より多く、より楽しく見ていただける
よう、紙面の充実に取り組んでいます。この機会に、今後の広報の方向
性と今までに寄せられたご意見やご質問に対する答えをお知らせします。

　

町
で
は
、経
費
削
減
の
た
め
、隔
月
（
偶
数
月
）

の
増
発
を
廃
止
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
月
に

１
回
の
発
行
と
し
ま
す
。
発
行
回
数
は
減
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
情
報
の
量
・
質
と
も
に
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
、
編
集
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

ま
た
、
町
の
も
う
一
つ
の
情
報
提
供
媒
体
で

あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
平
成
19
年
度
中
に
大
幅

な
改
善
を
行
う
予
定
で
す
。
内
容
の
充
実
・
更

新
な
ど
、
運
営
面
も
含
め
て
、
町
内
外
の
み
な

さ
ん
に
、
よ
り
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
素
早

い
情
報
発
信
と
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　

　

住
民
と
行
政
と
の
間
を
身
近
な
情
報
で
つ
な

ぐ
広
報
紙
。
行
財
政
改
革
大
綱
答
申
に
も
示
さ

れ
た
よ
う
に
、
今
後
「
行
政
の
説
明
責
任
」
や

「
情
報
の
共
有
化
」
を
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。「
広
報
ふ
く
ち
」
に
寄
せ

ら
れ
る
声
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

み
な
さ
ん
に
「
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
」

だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
読
ま
れ
て
い
な
け

れ
ば
反
響
も
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
の
一
番
身
近
な

情
報
紙
を
目
指
し
て
、
福
智
町
の
姿
を
綴
っ
て

い
き
ま
す
。「
広
報
ふ
く
ち
」
に
関
す
る
情
報
や

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

役
場
企
画
課 

広
報
・
広
聴
係

　

 

☎
（
２
２
）
７
７
６
６

フ
ル
カ
ラ
ー
は

「
ぜ
い
た
く
」
な
の
で
は
？

紙
質
が
厚
く
て

良
す
ぎ
る
の
で
は
？

と
じ
穴
を
開
け
て
欲
し
い

タ
イ
ト
ル（
表
題
）の

英
文
字
が
読
め
な
い

毎
月
１
回
の
発
行
に

町名 発行部数 平均仕様 金額 一部単価

合
併
前

旧赤池町
（約２か月に３回発行）

3,600部 20ページ
（カラー４、２色16ページ）

320,000円 88.89円

旧金田町
（毎月１回発行）

3,250部 20ページ
（カラー2、２色18ページ）

318,500円 98.00円

旧方城町
（２か月に１回発行）

2,500部 20ページ
（カラー４、１色16ページ）

409,500円 163.80円

旧町合計 9,350部 20ページ 1,048,000円
平均単価
112.09円

現
在 福智町 11,000部

20ページの場合
（フルカラー）

350,000円 31.80円

36ページ
（フルカラー）

589,000円 53.55円

広報紙配布を業者委託から行政区配布に見直します

全世帯に行政区への加入をお願いします

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

そこが気になる。ここが変わる。町の情報紙

　旧町では行政区が行っていた広報紙配布や文書回覧ですが、福智町で
はシルバー人材センターに委託して配布しています。町内の全世帯と全
事業所に行き渡ることや発行後数日のうちに確実に情報が伝えられるこ
とから行っていたものですが、このことについて、住民から多くの意見
や批判が寄せられ、また１回約47万円の経費もかかるため、町ではそ
の配布方法の見直しを検討してきました。現在、行財政改革の答申を踏
まえ、経費節減を図るために、合併前の方法で配布していただくよう提
案しています。今後、各行政区の総会が終了する６月ごろの実施に向け
て準備を進めています。住民のみなさんにはご迷惑と負担をおかけしま
すが、行財政改革の推進のために、ご理解をお願いいたします。

　町では全世帯のみなさんに行政区への加入を呼びかけ、自治会が設置
されていない地区に組織の新設をお願いしています。今後、行政区に未
加入の世帯には、町が発行する広報紙や回覧が届かないこともあります。
地域と町の活性化のため、協働のまちづくりを進めるためにも、ぜひご
協力いただきますよう、お願いいたします。
問 役場総務課 庶務係　☎22-0555
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↓「川をきれいにしていくから、4年後また会おうね」みんなで清掃した川に稚魚を送り出す生徒たち。

ズームイン

　3月17日に赤池中1年生および保護者120
人が参加し、ひこさんがわ夢の会のみなさん
42人を迎えたＰＴＡ親子ふれあい交流会が行
われました。市場小付近の河川敷をみんなで
清掃し、水質について学習。その後、嘉麻市
のボランティアグループから提供されたサケ
の稚魚３千匹を放流しました。バケツから元
気に飛び出し、ふるさとの彦山川から海へと
旅立っていった稚魚たち。立派なサケに成長
する4年後、元気に帰ってきて欲しいですね。

河川清掃・サケの稚魚放流４年後元気に戻っておいで

ZOOM  IN  FUKUCHIふくち

↓大学のほか母校や自宅でも稽古に励む松尾嘉代子さん（福智町弓道場で）

　九州産業大学弓道部1年の松尾嘉代子さん（赤池）が、
昨年10月の九州学生弓道選手権大会で団体優勝し、6月に
行われる全国大学弓道選手権大会に出場します。「団体戦は
チームワーク、お互いをカバーしあえるよう一致団結します。
そのために、まず自分のレベルアップを心がけていきたい」と、
大会に向けた毎日の稽

けい

古
こ

で、集中力を研ぎ澄ましていました。

松尾嘉代子さんが全国大学弓道選抜大会に出場全国という的
まと

を見据えて

↓今までの給食に感謝しながら、親子で楽しいひと時を過ごしました。

　「おいしい給食を食べて大きくなりました。ありがとうご
ざいます」。もうすぐ卒園するぞう組さんの感謝の言葉で始
まった宝見保育園のバイキングパーティー。2月22日にそ
の保護者を招待し、およそ65人で15種類の給食メニュー
を囲みました。大好きな料理を自分やお母さんにのお皿につ
いだりして、おいしさとうれしさで満腹になった一日でした。

宝見保育園バイキングパーティーおいしさとうれしさで満腹に

第17回 全日本総流派空手道選手権大会拳成館が全国の舞台で好成績

　拳成館（山口忠信館長・伊方）主催による全日本総流派
空手道選手権大会が３月11日に田川市総合体育館で盛大
に開かれ、全国から102団体881人が出場しました。防具
なしの実戦スタイルでレベルの高い試合が展開され、拳成
館からは12人が入賞、次のとおり好成績を収めました。
　【幼年・年長の部】２位：河津聖也【小学２年生の部】優
勝：小山九十九【小学３年生の部】２位：山口達真、３位：
焼山大雅【小学３～４年生女子の部】２位：香月海優【小
学５年生の部】優勝：香月海輝斗、２位：笹栗滉人【小学
６年生の部】優勝：松岡凌也【中学１年生の部】２位：大
塚宏樹【中学２年生の部】優勝：空閑翔悟、３位：大塚佑
樹【高校生重量級の部】優勝：竹下悟（敬称略）

←27部門で熱戦が繰り広げられた全日本選手権大会

↑清掃活動に参加した上野地域のみなさん。上野小校舎と福智山を背景に。

　上野小の清掃活動が、３月14日に行われました。「卒業
生に美しい学

まなびや

舎を心に焼き付けて巣立って欲しい」と上野
１区から４区の区長会と老人会が企画。突然の呼びかけに、
約50人が参加しました。３時間ほどの作業で敷地内の草取
りや庭師による樹木の剪

せんてい

定が行われ、この日みなさんが浮
かべた笑顔のように、学校もすがすがしい姿になりました。

上野小学校ボランティア清掃活動卒業生のために校区が呼びかけ
↓力強いアタックと絶妙なブロックが連発した「青年の部」の決勝戦。

　金田・神崎地区の男女混合インディアカ大会が、3月11
日に金田体育館で行われました。旧金田町の地区公民館対
抗行事として、長い間続けられてきたこの大会は、今回で
21回目。男女2人ずつで構成されたチームが、いずれも息
の合った連携プレーで接戦を繰り広げました。優勝チーム
は次のとおりです。【一般の部】宝見A【青年の部】宝見

男女混合インディアカ大会地区の仲間と息の合った連携プレー

高園酒店のひな飾り昭和初期の思い出を店内初展示

↑歴史あるひな飾りとご家族。右から高園キヌ子さん、娘の久仁子さんと渕上福恵さん

　明治23年創業の高園酒店（赤池）で、昭和初期のひな
人形が２月下旬から飾られました。数年前、倉庫の奥で偶
然見つかったというこの人形は、高園キヌ子さんの長女・タ
ツ子さんの誕生時（昭和15年）にそろえられたもの。タツ
子さんは初めての桃の節句後に亡くなりましたが、その思
い出の写真とともに鮮やかなひな飾りが店内を彩りました。
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舩
ふ な

津
つ

 陽
は る

くん❸歳
平成16年4月13日生まれ
（赤池 松本・男の子）

榊
さかき

𠩤
ば ら

 愛
ま な

佳
か

ちゃん❷歳
平成17年4月22日生まれ
（神崎 福吉・女の子）

亀
か め

田
だ

 大
ひ ろ

夢
む

くん❸歳
平成16年4月12日生まれ
（赤池 県営伏原・男の子）

奥
お く や ま

山 獅
し

凰
お ん

くん❷歳
平成17年4月19日生まれ
（神崎 星ヶ丘団地・男の子）

池
い け

田
だ

 葵
あおい

くん❶歳
平成18年4月11日生まれ
（上野 板取・男の子）

森
も り

 大
だ い

智
ち

くん❷歳
平成17年4月22日生まれ
（神崎 神崎1・男の子）

お誕生日
おめでとう

中
な か や ま

山 優
ゆ う し ん

心くん❶歳
平成18年4月7日生まれ
（弁城 浄万寺・男の子）

熊
く ま が え

谷 実
み お

桜ちゃん❶歳
平成18年4月7日生まれ
（金田 人見・女の子）

大
お お し ま

島 瑠
る い

雅
が

くん❶歳
平成18年4月5日生まれ
（赤池 ひまわり・男の子）

立
た て い し

石 彪
あきら

くん❶歳
平成18年4月5日生まれ
（上野 原・男の子）

松
ま つ ざ き

﨑 優
ゆ う

斗
と

くん❶歳
平成18年4月5日生まれ
（神崎 福吉・男の子）

太
お お

田
た

 有
ゆ

姫
き

ちゃん❶歳
平成18年4月4日生まれ
（弁城 新町・女の子）

谷
たにぐち

口 彩
あ や

翔
と

くん❶歳
平成18年4月4日生まれ
（金田 平原団地・男の子）

小
お の

野 聡
と き

哉
や

くん❶歳
平成18年4月22日生まれ
（神崎 若草団地・男の子）

舩
ふ な か わ

川 次
じ

郎
ろう

くん❶歳
平成18年4月14日生まれ
（金田 高見団地・男の子）

小
こ

松
ま つ

 優
ゆ

凜
り ん

ちゃん❷歳
平成17年4月4日生まれ
（赤池 南町・女の子）

林
はやし

 花
か の ん

音ちゃん❶歳
平成18年4月22日生まれ
（金田 高見団地・女の子）

久
ひ さ

田
だ

 斗
と き

輝くん❶歳
平成18年4月26日生まれ
（神崎 福吉団地・男の子）

小
こ

峠
とうげ

 颯
そ う

太
た

くん❷歳
平成17年4月4日生まれ
（神崎 福吉団地・男の子）

西
に し も と

元 鼓
こ

道
ど う

くん❶歳
平成18年4月7日生まれ
（赤池 町営伏原・男の子）

方
ほ う

志
し

 純
じゅん

菜
な

ちゃん❶歳
平成18年4月24日生まれ
（伊方 東古門・女の子）

福
ふ く も と

本 桃
も も

花
か

ちゃん❶歳
平成18年4月8日生まれ
（金田 新町・女の子）

お誕生日の記念にお子さんの笑顔を紙面に飾ってみませんか。
5月に誕生日を迎える満1歳から3歳までのお子さんの写真を募集します。

4月13日 金 までにお申し込みください。デジカメの場合はデータをお持ちください。
申し込み問い合わせ先▶役場企画課広報・広聴係（本庁２階）☎22-7766

原
は ら

田
だ

 颯
そ う

士
し

くん❷歳
平成17年4月28日生まれ
（伊方 公園通り・男の子）

金田ジュニアクラブ優勝まであと一歩

　第1回筑豊地区スポーツ少年団軟式野球交流
大会が田川市民球場で2月25日、3月3日に催
されました。筑豊地区の28チームが参加したこ
の大会で、決勝まで勝ち抜いた金田ジュニアクラ
ブ。椋本ファイターズとの決勝戦では、7点差に
ねばり強く追いついて延長戦まで持ち込み、再び
の3点差も執念で追いつきましたが10-10の同
点で試合終了。勝敗は抽選に委ねられ、結果は惜
しくも抽選負けでした。しかし、最後まであきら
めないねばり強さは次回につながる収穫でした。

パパ・ママ、こんなに大きくなったよ

　３月に赤池福祉会の４保育所
（上野・市場・赤池・中尾）で生
活発表会が行われました。わが
子の発表を見ようと、カメラや
ビデオを片手にたくさんの保護
者が参加。園児たちは、森の動
物や宇宙人、おひゃくしょうさ
んなど、年齢ごとのテーマで活
動し、保護者らは子どもの成長
した姿に目を細めていました。

←
サ
ー
カ
ス
団
の
お
友
だ
ち
は
数
々
の
妙
技
を
披
露
。

→
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
次
回
こ
そ
は
優
勝
を
。

心も弾むコンサート

　2月24日、地域交流センターで第一保育所と中央保育所合
同のひな祭りコンサートが行われました。きく組さん（4歳児）
とすみれ組さん（5歳児）56人が音楽教室で練習した歌と合

奏を披露。おな
じみの童謡から
みんなが大好き
なトトロまで、
楽しい音楽を体
全体で表現して
いました。

→
大
き
く
お
口
を
開
け
て
熱
唱
。
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本
校
で
は
、
指
導
方
法
工
夫
改
善
教
員
２
人
、

学
校
課
題
解
決
の
た
め
の
特
別
非
常
勤
講
師
１

人
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
人
の
教
師

が
、
低
・
中
・
高
学
年
に
分
か
れ
た
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）
と
し
て
学
力
補
充
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
算
数
の

学
習
を
中
心
に
、
①
分
割
授
業 

②
コ
ー
ス
別
学

習 
③
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
学
習 

④
ミ
ニ
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
学
習 
⑤
個
別
学
習
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
特
に

ミ
ニ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
学
習
で
は
、
単
元
の
途
中

で
小
さ
な
プ
リ
ン
ト
（
１
枚
の
プ
リ
ン
ト
４
問

〜
５
問
）
の
つ
づ
り
を
与
え
、
自
分
の
力
で
ど

ん
ど
ん
進
め
て
い
き
ま
す
。
で
き
た
と
同
時
に

マ
ル
つ
け
を
し
、
ど
こ
が
間
違
え
て
い
る
の
か

を
確
か
め
な
が
ら
、
色
々
な
シ
ー
ル
を
も
ら
っ

て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
算
数
が
大
好

き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
学
校
が
楽
し
い
。
毎

日
の
勉
強
が
体
育
と
算
数
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

平
成
18
度
か
ら
19
年
度
に
か
け
て
、
文
部
科

学
省
「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
校
」
の
指
定
を

受
け
て
実
践
し
て
い
ま
す
。
18
年
度
は
１
年
目

と
い
う
こ
と
で
、
各
学
年
の
教
育
課
程
の
中
に

年
間
を
通
し
て
次
の
よ
う
な
体
験
活
動
を
位
置

づ
け
て
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
１
年
生
か
ら
４

年
生
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
野
菜
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
植
え
た
野
菜
は
、春
に
な
す
び
、ピ
ー

マ
ン
、
オ
ク
ラ
、
ツ
ル
レ
イ
シ
、
夏
に
サ
ツ
マ

イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
。
秋
に
大
根
、
聖

し
ょ
う

護ご

院い
ん

カ
ブ
、

野
沢
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
白
菜
な
ど
で
す
。

学
校
の
農
園
で
は
、
い
つ
も
野
菜
が
た
く
さ
ん

実
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
献
身

的
に
野
菜
の
世
話
し
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
収
穫
を
し
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

す
。
こ
の
他
に
も
、
５
年
生
で
は
、
も
ち
米
の

田
植
え
か
ら
収
穫
。
そ
し
て
も
ち
つ
き
大
会
、

あ
ら
れ
作
り
。
６
年
生
は
、
職
場
体
験
活
動
や

上
野
焼
の
陶
器
作
り
な
ど
体
験
活
動
を
豊
富
に

実
践
し
て
い
ま
す
。

  

伊
方
小
学
校
の
６
年
生
は
、
学
校
機
関
車
と

し
て
、
全
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
様
々
な
場

面
で
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。
６
年
生
を
中

心
と
し
た
子
ど
も
た
ち
ど
う
し
の
き
ず
な
を
深

め
る
縦
割
り
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

最
上
級
生
と
し
て
の
活
動
は
、
５
年
生
の
３

学
期
か
ら
取
り
組
み
開
始
で
す
。
毎
年
２
月
に

行
わ
れ
る
新
１
年
生
の
体
験
入
学
で
の
お
世
話

か
ら
始
ま
り
、
１
年
生
入
学
時
に
は
６
年
生
が

分
団
登
校
、
読
書
の
時
間
の
読
み
聞
か
せ
、
給

食
、
掃
除
、
歓
迎
集
会
な
ど
色
々
と
お
世
話
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
全
校
集
会
で
の
企
画
や
運
営
、

七
夕
集
会
で
の
縦
割
り
活
動
の
お
世
話
、
運
動

会
で
の
方
城
音
頭
の
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
集
会
で

の
企
画
運
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
低
学
年

の
児
童
の
指
導
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
６
年

生
の
姿
を
よ
い
お
手
本
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り

が
輝
き
、
大
切
に
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

伊方小学校
豊かな体験活動推進校

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

学
力
向
上
の
取
り
組
み

豊
か
な
体
験
活
動

伊
方
小
学
校
は
、
福
智
山
系
の
鷹
取
山
の
す

そ
野
鶴
ヶ
丘
に
位
置
し
、
見
晴
ら
し
よ
い
丘

陵
と
と
田
園
や
伊
方
川
に
囲
ま
れ
た
見
晴
ら

し
の
よ
い
自
然
豊
か
な
学
校
で
す
。

小
中
学
校
の
特
色
や
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。1地域の人びととのかかわりで、働くこと

のよろこびと大変さを学んだ職場体験学習。

2「楽しみだね、早く食べたいな」自分

たちで収穫した野沢菜を漬けものに。

3「ホタルの里大作戦」伊方川の水質検査。

45自分たちが植えて収穫したもち米で

もちつき大会。地域のみなさんと交流。

　3月1日体育館で6年生を送る会が催されました。下級
生は、今まで伊方小をリードしてくれた6年生に対して感
謝の気持ちを込めて歌や合奏を披露。6年生も力強い合奏
と歌でこれに応え下級生にエールを送りました。お互いの心
を込めた集会は、みんなの心に残るすばらしいものでした。

↓後輩たちの感謝の気持ちに笑顔がはじける。アーチをくぐって退場する6年生。

えがおで　あいさつ

うつくしい　ことば

みんな　なかよく

■ 所在地　福智町伊方3922番地　☎ 22-0127
■ 学校長　矢野治彦　 ■ 教職員数　27人　 ■ 学級数　12学級　 ■ 児童数　326人

6年生を送る会 みんな笑顔でバトンタッチ

次は赤池中 ☜ 市場小新校舎建設のため、学校紹介の順番が変更になりました。

3

1 2

4

5

↓6年生が
リーダーシ

ップを発揮
。七夕集会

での縦割り
活動。

→
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
、
き
め
細
か
い
指
導
。
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Disease prevention

▲ No.11

ふくちの健康
お悩み相談所 肺炎のワクチンがあると聞きました。それはどんなものですか？

　このワクチンの副反応として、注射部位の腫
れや痛み、ときに軽い熱がみられることがあり
ますが、1～2日で消失します。比較的安全に
接種できると言えるでしょう。また、過去にこ
のワクチンを受けたことのある人は、再接種で
きないことにも注意が必要です。

児童センターってどんなとこ?
児童センターは、18歳未満の子どもたちを対象

にした「遊び場」です。雨の日も、室内でスポー

ツなどを楽しめます。センターの利用は無料で幅

広く子どもたちを受け入れています。

児
童
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 問 福智町方城児童センター　☎ 22-7403

休館日  毎週 火、第3日

問 地域子育て支援センター　☎ 22-2401
サロン開放 10:00～15:00　休館日   土、日、祝

12 日木＊サロンであそぼう
19 日木＊親子でリズムあそび
27 日金＊誕生会
※いずれも 10：00受付、
　10：15開始です。

＊土日・休日・平日の放課後にあそべます。

＊エアロダンス、和太鼓、茶道など、小学生を

　中心としたクラブ活動を行っています。申込

　書は町内の各小学校で配布します。ぜひ一度、

　見学に来てみてください。

＊2か月に1回程度、ウオークラリーなど「親

　子で参加」の行事を行います。行事の日程な

　どはこのコーナーでお知らせします。

　それはおそらく「肺炎球菌ワクチ
ン」のことですね。肺炎の原因には
ウイルス性・細菌性などがあります

が、細菌性の中で最も多い「肺炎球菌」に対す
るワクチンです。肺炎球菌には80種類以上の
型がありますが、このワクチンではそれらのう
ち感染する機会の約8割を占める23種類の型
に対して免疫をつけることができ、1回の接種
で効果が5年以上持続します。
　このワクチンは65歳以上の高齢者や、心臓・
呼吸器・肝臓・腎臓などに持病がある人、糖尿
病の人などにお勧めしています。ただし、ごく
一部の人 (脾

ひ ぞ う

臓を摘出した患者さん )以外は自
費となります。また、残念ながら乳幼児には効
果がありません。

←
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コーナー担当医：方城診療所 牟田広美副所長

健康に関するお悩みにアドバイスします。企画課広報・広聴係まで電話かメー
ルでお気軽にお寄せください。☎22-7766　s.kouhou@town.fukuchi.lg.jp

地域子育て支援センターとは
就学前の子どもをも

つ保護者に対し、育

児相談や子育てに

かかわる情報提供を

行う子育て支援セン

ター。サロンの開放

なども行っています。

方城支所

方城分館

児童センター
子育て支援センター

特徴

４ 月 の 行 事 予 定

→障害者共同作業所準備会「て
んだぁはうす」の皆さんの作品。
全長10cmほどのつる。紙を小さ
く折り重ねて作りました。

←絵画教室「青陽会」の作品。
「彦山川の河川敷に咲いていた菜
の花を摘んできて描きました。季
節の花や、町内の風景などを題材
にしてみんなで楽しみながら描い
ています。」

▶ 絵や写真、工作など、みなさんの力作を紹介します。
　〒 822-1292 福智町金田 937 番地 2　福智町役場企画課広報広聴係
　まで作品を郵送または持参してください。
　応募者多数の場合は掲載できない場合もありますのでご了承ください。
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受験資格　①昭和53年 4月2日～
昭和61年 4月1日生まれの人
②昭和61年 4月2日以降生まれで、
平成 20年 3月までに大学卒業、卒
業見込および人事院が同等と認める人
受付期間　4月2日 月 ～13日 金
　　　　  （13日 金 消印有効）
申込書の提出はできるだけ郵送（配
達記録郵便扱い）でお願いします。
第1次試験　6月10日 日
第2次試験　7月23日 月 ～26日 木
　　　　　   のうち指定する日
申込み問い合わせ先
田川税務署総務課　☎42 ｰ 0430
福岡国税局人事第二課
☎092 ｰ 411 ｰ 0031

お酒は二十歳になってから
　4月は未成年者飲酒防止強調月間
です。未成年者のあなた、アルコー
ル飲料をジュースのように軽い気持
ちで飲んでいませんか？

　遺産相続、贈与、法人設立、遺言書、
内容証明、各種契約書、官公署申請
書作成などの相談を無料で受け付け
ます。秘密は堅く守ります。
問 つるもと行政書士事務所
　 ☎ 22 ｰ 1672

内容 示談書・損害賠償請求書などの
作成および保険請求手続きなど
日時　4月14日 土 10時～16時
場所　イオン直方ショッピング
　　　センター（予約申込不要）
問 福岡県行政書士会
　 ☎ 092 ｰ 641 ｰ 2501

▼第25回歯の健康展
日時　5月27日 日 9時30分～12時
　　  　　　　  13時～15時30分
場所　田川市総合体育館
内容　歯の健診、スタンプラリーなど
▼平成19年度の休日診療日のご案内
場所　田川口腔衛生センター
時間　9時～12時
診療日　5月3日～ 5日、7月16日、
9月17日、10月8日、12月30日～
平成20年1月3日、1月14日
問 田川歯科医師会　☎42ｰ3095

日時　4月9日 月 13時～14時
会場　福智町方城支所
日時　4月9日 月 15時～16時
会場　福智町赤池支所
日時　4月13日 金 9時～10時
会場　福智町本庁舎
問 役場福祉課福祉係  ☎ 22ｰ7763

日時　4月16日 月 10時～16時
　　　受付は15時まで、秘密厳守
会場　田川市役所（市民課）
　　　☎44ｰ2000
問 福岡県交通事故相談所　
    ☎ 092ｰ622ｰ0403

介護サービス事業所選び支援します！
4月から「介護サービス情報の公表」
が始まりました。これは利用者が介
護サービスや事業所・施設を比較検
討して適切に選ぶための情報を提供
するしくみです。ぜひご利用ください。
問 介護サービス情報公表センター
　 ☎ 092ｰ584ｰ3600
http://www.fsw.or.jp/kohyo/top.html

　肝がん患者の約 70%は、C型肝
炎が原因であるといわれています。C
型肝炎は無症状のまま進行すること
が多いので、検査して早期発見する
ことが大切です。保健福祉環境事務
所では、下記の日程でC型肝炎検査
を無料で実施しています。
日時　毎週 火（祝日・年末年始を除く）
　　　9時～11時
場所　田川保健福祉環境事務所
※ 前日までに予約が必要です。
問 田川保健福祉環境事務所
　 ☎ 42ｰ9345

　平成19年5月以降、受け入れ数に
余裕がある保育所および学童保育ク
ラブについては、随時入所児の募集
を行います。入所日は原則1日付けで、
月途中の入所は行いません。なお保
育所については、家庭事情などの条
件を充たしていればこの限りではあ
りません。内定確認は、各保育所お
よび各学童保育クラブとの入所調整
の確認後にお知らせします。
申込期限　入所希望月の前月20日
※土日などで閉庁の場合は、その前
　日までにお申し込みください。
※必要書類が揃わないもの、締切後
　の申込みについては、希望入所日
　の審査対象になりません。
問 役場福祉課福祉係　☎22 ｰ 7763

開催予定日  5月15日 火 ～19日 土
金田会場開催予定日　
　　　　　　 5月15日 火 ～18日 金
◆福智町車いすテニス国際交換会
開催予定日　5月18日 金
詳しくは5月号の広報で掲載します。
問 役場福祉課福祉係  ☎ 22ｰ7763

　平成筑豊鉄道では、みなさまのご
支援により4月8日 日から新型車両
3両を運行開始します。今後もみな
さまのご愛用をお願いいたします。
運行開始の日程などは、変更になる
ことがありますのでご了承ください。
問 平成筑豊鉄道　☎22ｰ1000

　福智獅子舞会は、かつて行われてい
た上野の獅子舞を復興するため、2年
前に発足した保存会です。伝統行事を
守るために活動してきましたが、現在
は会員が減り、獅子楽ができない状況
になっています。そこで、活動を途絶
えさせないためにも一人でも多く会に
参加していただきたく、会員を募集い
たします。年齢や男女は問いません。
どうぞお気軽にお問い合わせください。
練習日　毎週 金19時～（大浦隣保館）
問 福智獅子舞会（木村）
　 ☎090ｰ1346ｰ2680

日時　4月21日 土 ～4月22日 日
　　　 9時30分～16時
※ 現地で直接受け付けます。
▼ 遠賀川流域の古墳も同時公開
王塚古墳（桂川町）、川島古墳、小正西
古墳、沖出古墳（飯塚市）、竹原古墳（宮
若市）、水町遺跡群（直方市）、建徳寺
2号墳（大任町）、夏吉古墳群（田川市）
問 役場生涯学習・人権同和教育課
　 生涯学習係　☎28ｰ2119

　労働保険（労災保険・雇用保険）
に加入している事業主は、労働保険
料の年度更新手続きが必要です。平
成19年度は、5月21日までに行わ
なければなりません。期間中は県内
各地で現地受付も行います。年度更
新の手続は、インターネットで電子
申請を行うこともできます。詳しくは
「労働保険適用徴収・電子申請お知
らせページ」(http://ip.roho-chosyu.
mhlw.go.jp)をご覧ください。
※ すべての労災保険適用事業主を対
象に「石綿健康被害救済法」に基づ
く一般拠出金の徴収が始まりました。
問 各労働基準監督署又は福岡労働局
　 総務部労働保険適用室
　 ☎ 092ｰ434ｰ9833

受付期間　4月12日 木 ～5月1日 火
試験日　6月17日 日
試験会場　近畿大学産業理工学部
問 田川地区防災協会  ☎ 44ｰ6256

国税専門官採用試験
福岡国税局・田川税務署

2007飯塚国際車いすテニス大会
福智町役場福祉課福祉係

補聴器相談
福智町役場福祉課福祉係

伊方古墳を公開します
福智町役場生涯学習・人権同和教育課

介護サービス情報の公表制度
介護サービス情報公表センター

福岡県巡回交通事故相談
福岡県交通事故相談所

危険物取扱者試験
（社）田川地区防災協会

福智獅子舞会会員募集
福智獅子舞会

歯の健康展および休日診療日
田川歯科医師会

新型車両４月運行開始！
平成筑豊鉄道株式会社

労働保険年度更新手続
福岡労働局総務部労働保険適用室

Ｃ型肝炎相談・検査事業
田川保健福祉環境事務所

行政書士交通事故無料相談会
福岡県行政書士会

保育所・学童保育クラブ入所募集
福智町役場福祉課福祉係

行政書士の無料法律相談
つるもと行政書士事務所

未成年者飲酒防止強調月間
福岡国税局・田川税務署

みんなで力を込めて
子ども綱引き大会

かなだ朝市販売時間変更
福智町役場 産業振興課

三彩会・青陽会作品展
三彩会・青陽会

  opics＆  nfo

　2月25日に行われ、およそ
100人が参加した子ども綱引
き大会。選手もギャラリーも手
に汗握る熱戦でした。優勝は
上金田Ｂ（写真）、準優勝は神
崎１Ａ、３位は上金田Ｃでした。

期間　4月18日 水 ～23日 月
時間　10時～17時
　　　（最終日は15時まで）
場所　上野焼陶芸館ギャラリー
問 高須 ☎ 28-5483
　 平野 ☎ 28-2445

　4月からかなだ朝市の販売時
間が変更になります。今後とも
ご愛好をお願いいたします。
販売時間　7時～12時まで
問 役場産業振興課
　 ☎ 22 ｰ 7767

　

新着情報は福智町公式ホームページで　http://www.town.fukuchi.lg.jp情報ひろば 福智町役場本庁☎ 22-0555（代表）／赤池支所☎28-2004 ／方城支所☎22-0520
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２
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岡
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福
智
町
で
は
臨
時
職
員
の
採
用

に
つ
い
て
、
登
録
名
簿
を
作
成
し

ま
す
。
職
員
の
欠
員
が
生
じ
た
時

に
こ
の
登
録
名
簿
の
中
か
ら
配
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す
る
職
場
の
状
況
、
登
録
者
の
経
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な
ど
を
考
慮
し
て
採
用
し
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す
。

一
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事
務
、
保
育
士
、
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理
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看

護
師
、
土
木
技
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、
あ
ら
ゆ

る
分
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で
随
時
申
し
込
み
を
受
付

中
で
す
。

対
象　

18
歳
〜
50
歳

申
込
場
所　

役
場
総
務
課
人
事
係

申
込
書
類　

履
歴
書
（
郵
送
可
）

問 

役
場
総
務
課
人
事
係

　

 

☎
２
２ｰ

０
５
５
５

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。

日
程　

7
月
8
日
〜
11
月
11
日
の

　
　
　

毎
週 

日
（
う
ち
実
技
５
日
）

実
習　

11
月
12
日 

月 

〜
平
成
20
年

1
月
25
日 

金 

の
間
の
平
日
4
日
間

募
集
定
員　

7
人

※ 

申
込
者
多
数
の
と
き
は
抽
選

受
講
料　

2
万
円
（
別
途
健
康
診

断
書
経
費
1
万
円
程
度
必
要
で
す
）

申
込
み
締
切　

5
月
18
日 

金

※ 

申
込
書
は
福
祉
課
窓
口
に
設
置

問 

福
智
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

　

 

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

田
川
地
区
水
道
企
業
団
は
、
赤

村
に
あ
る
浄
水
場
で
1
日
当
た
り

約
１
万
４
千
７
百
ト
ン
の
水
道
水

を
つ
く
り
、
田
川
市
や
福
智
町
に

毎
日
送
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

水
道
水
を
安
心
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
大
腸
菌
や
に
ご
り
、

色
な
ど
50
項
目
の
水
質
検
査
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

水
質
検
査
計
画
と
そ
の
結
果
を
水

道
課
の
窓
口
、
水
道
企
業
団
事
務

局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
浄

水
場
の
施
設
見
学
も
で
き
ま
す
。

問 

田
川
地
区
水
道
企
業
団
事
務
局

　

 

☎
４
１ｰ

１
５
０
０

　

福
智
町
中
央
公
民
館
で
総
合
格

闘
技
イ
ベ
ン
ト「
我
武
者
羅
」
が
開

か
れ
ま
す
。
福
智
町
内
か
ら
も
選

手
が
出
場
す
る
予
定
。
豪
華
景
品

が
当
た
る
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

日
時 

４
月
29
日
日
14
時
30
分
開
場

　
　

 

15
時
30
分
競
技
開
始

場
所 

福
智
町
中
央
公
民
館

問 

ケ
ー
ズ
ワ
ー
ル
ド　

 

　

 

☎
０
９
４
８ｰ

８
２ｰ

２
９
５
５

　

4
月
か
ら
、
緑
ヶ
丘
病
院
小
児

科
の
診
療
曜
日
と
時
間
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。

月
・
水
・
土
▼
9
時
〜
11
時
30
分

木
▼
午
前
：
９
時
〜
11
時
30
分

　

   

午
後
：
15
時
〜
16
時
30
分

問 

糸
田
町
立
緑
ヶ
丘
病
院

　

 

☎
２
６ｰ

０
１
１
１

期
間　

5
月
〜
平
成
20
年
3
月

場
所　

福
岡
県
立
大
学
、
そ
の
他

会
費　

年
間
１
万
円
（
重
複
受
講

受
験
資
格

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
22
歳

未
満
の
人
は
大
卒
※
見
込
み
含
む
）

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は
28
歳

未
満
の
人

受
付
期
限　

5
月
11
日 

金 

ま
で

一
次
試
験　

5
月
19
日 

土
、
20
日

日
（
20
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

試
験
会
場　

福
岡
経
済
大
学（
旧
第
一
経
済
大
学
）

問 

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

　

 

☎
０
９
４
８ｰ

２
２ｰ

４
８
４
７

    

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

    

☎
２
２ｰ

０
５
５
５

　

ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
貧
し
い

国
で
は
、
1
秒
間
に
3
人
が
飢
え

や
病
気
で
亡
く
な
る
と
い
う
、
豊

か
な
国
で
育
っ
た
私
た
ち
に
は
想

像
も
つ
か
な
い
こ
と
が
起
き
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は
、
ワ

ク
チ
ン
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
回
収
箱
は
町
内
の
各
公
共

施
設
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。
誰

に
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ご

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問 

ほ
の
ぼ
の
館

　

 

☎
２
２ｰ

６
２
９
０

❶
日
時 

４
月
７
日 

土 

10
時
〜
15
時

　

会
場 

コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー

❷
日
時 

４
月
14
日 

土 

10
時
〜
15
時

　

会
場 

方
城
福
祉
会
館

❸
日
時 

４
月
21
日 

土 

10
時
〜
15
時

　

会
場 

金
田
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼ 

司
法
書
士
に
よ
る
特
別
相
談
日

問 

福
智
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
２
２ｰ

６
６
３
１

　

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
土
地
ま
た
は
、
家
屋
の
評
価
額

な
ど
を
記
載
し
た
「
縦
覧
帳
簿
」

を
縦
覧
で
き
ま
す
。
手
数
料
無
料
。

期
間　

４
月
１
日
か
ら
5
月
31
日

　
　
　

ま
で
（
土
、日
、祝 

を
除
く
）

　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
所　

本
庁
税
務
課

　
　
　

各
支
所
住
民
生
活
課

縦
覧
で
き
る
も
の

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

番
地
、地
目
、地
積
、価
格
が
記
載
）・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格
が
記
載
）

縦
覧
で
き
る
人

町
内
に
土
地
、
家
屋
を
所
有
し
、
税

負
担
の
あ
る
人
（
土
地
、
家
屋
の
い

ず
れ
か
一
方
の
資
産
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
資
産
の
み
の
縦
覧
）

▼
本
人
確
認
が
出
来
る
も
の
と
、

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
税
務
課
賦
課
係

　

 

☎
２
２ｰ

７
７
６
２

日
時　

5
月
23
日 

水 

　
　
　

 

9
時
30
分
〜
14
時
30
分

会
場　

糸
田
町
住
民
セ
ン
タ
ー　

相
談
内
容

1 

肢
体
不
自
由
者
の
補
装
具
費
の

　

 

新
規
支
給
・
再
支
給
、
修
理
の
要

　

 

否
判
定
、
処
方
及
び
適
合
判
定

2 

そ
の
他
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

 

な
ど
に
関
す
る
相
談

▼
電
動
車
い
す
、
重
度
障
害
者
用

意
志
伝
達
装
置
に
つ
い
て
は
相
談

の
み
。
耳
鼻
咽
喉
科
の
相
談
、
聴

覚
障
害
に
か
か
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
診
断
書
作
成
や
、
補
聴
器
の

新
規
支
給
・
再
支
給
、
修
理
の
要

否
判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。
肢
体
不

自
由
に
つ
い
て
も
身
体
障
害
者
手

水
質
検
査
や
結
果
の
閲
覧

田
川
地
区
水
道
企
業
団
事
務
局

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

福
智
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

心
配
ご
と
相
談

福
智
町
社
会
福
祉
協
議
会

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
い
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
乙
女
座

帳
の
診
断
書
作
成
は
行
い
ま
せ
ん
。

ご
持
参
す
る
も
の　

印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
補
装

具
費
再
支
給
の
場
合
は
、
前
回
支

給
さ
れ
た
補
装
具
・
補
装
具
修
理
の

場
合
は
、
修
理
の
必
要
な
補
装
具

▼
指
定
以
外
の
会
場
に
行
か
れ
る

場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
福
祉
課
福
祉
係 

　

 

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

活
動
内
容　

河
川
に
対
す
る
意
見

報
告
や
愛
護
活
動
へ
の
参
加
な
ど

応
募
資
格　

20
歳
以
上
で
河
川
愛

護
に
関
心
の
あ
る
人

任
期　

7
月
1
日
か
ら
1
年
間

報
酬　

月
額 

４
５
８
０
円
程
度

募
集
人
員　

各
募
集
区
間
1
人

応
募
締
切　

5
月
14
日 

月 

必
着

問 

遠
賀
川
河
川
事
務
所

　

 

☎
０
９
４
９ｰ

２
２ｰ

１
８
３
０

福
智
町
臨
時
職
員
登
録
受
付

福
智
町
役
場
総
務
課
人
事
係

「
安
全
安
心
ふ
く
お
か
」
開
催

福
岡
県
交
通
対
策
課
交
通
安
全
係

固
定
資
産
税
縦
覧
期
間

福
智
町
役
場
税
務
課
賦
課
係

幹
部
候
補
生
採
用
試
験

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

福
智
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

遺
言
・
相
続
無
料
相
談

田
川
公
証
役
場

第
37
回
田
川
郡
民
登
山
会

福
智
町
中
央
公
民
館

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

遠
賀
川
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

緑
ヶ
丘
病
院
診
療
日
時
変
更

糸
田
町
立
緑
ヶ
丘
病
院

初
級
・
中
級
韓
国
語
講
座

財
団
法
人
飯
塚
研
究
開
発
機
構

筑
豊
市
民
大
学
生
募
集

筑
豊
市
民
大
学
運
営
委
員
会

　「珍しい大根が採れた」との
うわさを聞き、畑で収穫した田
中英徳さん（弁城・春田）に見
せていただきました。先の方が
三又に分かれた、実におもしろ
いカタチの大根でした。

　3月9日に県立田川科学技
術高校のシステム科学技術科
の２年生が作成した木工のおも
ちゃがほのぼの館に寄贈されま
した。ありがとうございました。

　全国隣保館だよりコンテスト
で、ほのぼの館が作成する「隣
保館だより第１号」が優秀賞に
輝きました。２月22日に熊本
県益城町で開かれた大会に編
集を手がけた山根祐子氏が出
席、栄えある表彰を受けました。

おもしろいカタチの大根
田中秀徳さん（弁城）が収穫

全国隣保館だよりコンテスト入賞
福智町役場人権同和対策課ほのぼの館

ほのぼの館におもちゃの寄贈
県立田川科学技術高等学校 我

武
者
羅
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
４

ケ
ー
ズ
ワ
ー
ル
ド

も
っ
と
！ 

情
報
ひ
ろ
ば

福
智
町
中
央
公
民
館
☎
２
８-

４
１
０
０
／
金
田
分
館
☎
２
２-

２
２
０
０
／
方
城
分
館
☎
２
２-

４
３
０
０
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ポイントは?
1 年間通して希望日に受けられます。（5月～来年２月）
2 休日健診があります。（毎月第３日曜日）
3 胃がん検診については、胃透視検査と胃カメラ検査
　 の2種類から選ぶことができます。
4 受診当日、医師による結果説明と栄養士による栄養
　 指導が受けられます。
5 コスモス健診センター独自の健診項目
　 ① 胃カメラ検査
　 ② 緑内障の検査（眼圧）
　 ③ 腹部超音波検査
昨年との違い
1 基本健診受診の人は全員腹部超音波検査が受けられ
　 ます。
2 胃カメラ検査が受けられます。
3 健診開始月が5月になりました。
会場
コスモス健診センター
健診日
5月～2月の 月・水・金（祝祭日を除く）、第３ 日
詳しくは36ページのカレンダーをご覧ください。
健診の流れ
1 「健診申し込みはがき」か電話でお申し込みください。
2 健診日の10日前までに、自宅へ健診セットをお送
　 りします。
3 健診当日、受診の際に健診料金をいただきます。
　（料金・承諾書・問診票・痰・便をご持参ください）
4 医師による結果説明（当日にわかる健診結果）。
　 管理栄養士による栄養指導。
5 健診の１か月後、自宅へ健診結果をお送りします。
申し込み方法
⇒ 37～39ページをご覧ください。

個別健診 集団健診 金田保健センター
方城保健センターコスモス健診センター

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

ポイントは?
1 全項目を一度に受診できます。
2 土日の健診があります。
3 

昨年との違い
基本健診の対象年齢が「40歳以上」から「30歳以上」
になりました。

会場
1 金田保健センター
2 方城保健センター（申し込み方法は8月ごろお知らせします）
健診日
1 金田保健センター　
　 6月22日 金・23日 土・24日 日・25日 月
2 方城保健センター
　10月12日 金・13日 土・14日 日・15日 月・16日 火
健診の流れ
1 「健診申し込みはがき」でお申し込みください。
2 健診日の10日前までに、自宅へ健診セットをお送
　 りします。
3 健診当日、受診の際に健診料金をいただきます。
　（料金・問診票・痰・便をご持参ください）
4 健診の１か月後、健診結果説明会を予定しています。
申し込み方法
⇒ 40～42ページをご覧ください。

【65歳以上のかたへ】基本健康診査を受けましょう
▶平成18年度から、65歳以上の人には、基本健康診査の項目に「生活機能に関する検査やチェック」が追加になりました。
▶「生活機能に関する検査やチェック」とは、運動機能（筋力など）、口

こうくう

腔機能（食べたり飲みこむこと）、栄養がとれているか、
　などの状態を知るためのものです。
▶健診の結果により、その人に適した介護予防に関する教室などをご紹介いたします。
▶健診は、自分の健康状態を知るための大切な機会です。いつまでもいきいきと過ごせるよう、ぜひ活用しましょう。

「
健
診
へ
行
こ
う
！
」

健診へ行こう！
「個別健診」「集団健診」申し込みの際の注意事項
1 個別の案内通知は行いませんので、申し込み方法をご覧のうえお申し込みください。
2 いずれの健診も完全予約制です。 
3 同じ項目を１年間に重複して受けることはできません。
4 申し込みが多い日時・時間帯につきましては、申し込みの先着順になります。申し込みの期限内にお申し込みください。
5 本年度、学校や職場で健診を受けた人は「受けていない項目」については受診できます。
6 がん検診で「要精密」となった人で、まだ受診をされていない人は、直接医療機関を受診してください。
7 70歳以上、生活保護世帯、非課税世帯、65歳～69歳の老人医療受給者の人は、全ての健診が無料です。（胃カメラは有料）
8 所得状況の申告をされていない場合は、税情報の確認ができませんので健診料金は有料になります。
9 町で受ける肝炎ウイルス検診の受診機会は１回です。以前に一度受けられた人は対象になりません。
10 乳がん検診、子宮がん検診は2年に1回の受診となります。昨年受けた人は対象外です。
11 対象年齢の基準は、平成20年3月31日現在の年齢です。

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

　

幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
健
康
維
持
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
、
今
年
も
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
忘
れ
ず
に
、
町
の
健
診
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
コ
ス
モ
ス
健
診
セ
ン
タ
ー
、
金
田
保
健
セ
ン

タ
ー
の
健
診
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
住
ん
で
い
る
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
・
受
診
日
・
健
診
項
目
を
「
コ
ス
モ

ス
健
診
セ
ン
タ
ー
（
個
別
健
診
）」「
金
田
保
健
セ
ン
タ
ー
（
集
団
健
診
）」「
方
城

保
健
セ
ン
タ
ー
（
集
団
健
診
）」
の
３
か
所
か
ら
選
ん
で
受
け
ら
れ
ま
す
。（
方
城

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
申
し
込
み
方
法
は
８
月
ご
ろ
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
例
え
ば
「
子
宮
ガ
ン
健
診
は
金
田
保
健
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
以
外
は
コ
ス
モ
ス
健

診
セ
ン
タ
ー
で
受
診
す
る
」
な
ど
、
ご
希
望
に
応
じ
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
健
康
長
寿
は
毎
年
の
健
診
か
ら
。
年
に
一
回
は
必
ず
健
診
を
受
け
て
、
が
ん
や

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健診会場を、6月に実施
する金田保健センター、
または10月に実施する
方城保健センターのどち
らかから選んで受診する
ことができます。
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個別健診 コスモス健診センターでの健診について

日程
5月～2月の 月・水・金（祝祭日を除く）、第3日
【受付時間】胃カメラを受ける人…8：00
　　　　　基本健診を受ける人…8：30
　　　　　がん検診のみ受ける人…9：30

会場
コスモス健診センター（福智町赤池970番地1）

申し込み方法
受診希望日の2週間前までに、はがきまたは電話でお申し込
みください。申し込みが多い日につきましては先着順です。
例えば ☞ 7月4日水 受診希望 ➡ 6月20日水 までに申し込み

【はがきで申し込む場合】
　次のページの「コスモス健診センター住民健診申込はがき」
　に必要事項を記入して、受診希望日の2週間前までに健診
　センターに着くようにポストに投かんしてください。

【電話で申し込む場合】

　申し込み受付開始
　4月2日月 10：00～
　コスモス健診センター  ☎28-5512
　予約受付時間　月 ～ 金10：00～17：00

健診までの流れ
◉ 健診日の10日前までに、健診セットを自宅へお送りします。
◉ 料金は健診当日に、会場でお支払いください。できるだけ
　 おつりの出ないようにご準備をお願いします。

問 コスモス健診センター　☎28-5512

※ ↓コスモス健診センター「個別健診」申し込み用はがき（表面）

　  39ページの内容をお読みになり、裏面に記入してください。はさみなどで切り取り、切手を貼らずにそのまま投函してください。

月 火 水 木 金 土 日

1

32 4 5 6 7 8

109 11 12 13 14 15

1716 18 19 20 21 22

24
    31

23
    30 25 26 27 28 29

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5

76 8 9 10 11 12

1413 15 16 17 18 19

2120 22 23 24 25 26

2827 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日

1 2

43 5 6 7 8 9

1110 12 13 14 15 16

1817 19 20 21 22 23

2524 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4

65 7 8 9 10 11

1312 14 15 16 17 18

2019 21 22 23 24 25

2726 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日

1 2

43 5 6 7 8 9

1110 12 13 14 15 16

1817 19 20 21 22 23

2524
    30 26 27 28 29 30

月

1
火 水 木 金 土 日

2 3 4 5 6

87 9 10 11 12 13

1514 16 17 18 19 20

2221 23 24 25 26 27

2928 30 31

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3

54 6 7 8 9 10

1211 13 14 15 16 17

1918 20 21 22 23 24

2625 27 28 29

月

2
火 水 木 金 土 日

1 3 4 5 6 7

98 10 11 12 13 14

1615 17 18 19 20 21

2322 24 25 26 27 28

3029 31

月

1
火 水 木 金 土 日

2 3 4 5 6

87 9 10 11 12 13

1514 16 17 18 19 20

2221 23 24 25 26 27

2928 30 31

★

★ 5月11日金 …集団健診（金田保健センター）
　　　　　　　　　の、はがきでの申し込み締切

★ 6月15日金 …集団健診（金田保健センター）
　　　　　　　　　の、電話での申し込み締切

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3

54 6 7 8 9 10

1211 13 14 15 16 17

1918 20 21 22 23 24

2625 27 28 29 30

★

★集団健診（方城保健センター）の、申し込み方法
　 は8月ごろ広報でお知らせします。

集団健診の日。会場は6月が金田保
健センター、10月が方城保健セン
ターで行います。

個別健診の日。コスモス健診センター
で行います。希望日の2週間前まで
にお申し込みください。

2007/5

2007/6

2007/102007/9

2007/82007/7

2007/11

2007/12 2008/1 2008/2

個別健診（コスモス健診センター）と、
集団健診（6月は金田保健センター、
10月は方城保健センター）の日。

平成19年度

健診開催日
カレンダー
平成19年度は、次の日程で健診を
行います。住んでいる地区にかかわ
らず、受診日を選べます。個別の案
内通知は行いませんので、各自お申
し込みください。

8 2 2 1 1 0 1

郵 便 は が き

料金受取人払

赤 池 局
承  認

2
差出有効期間
 平成20年
    2月15日まで

切手をはらずに
お出しください

（受取人）

福智町赤池 970 番地 1

福智町立
コスモス健診センター
　 　 　 　 　 　   行

8 2 2 1 1 0 1

郵 便 は が き

料金受取人払

赤 池 局
承  認

2
差出有効期間
 平成20年
    2月15日まで

切手をはらずに
お出しください

（受取人）

福智町赤池 970 番地 1

福智町立
コスモス健診センター
　 　 　 　 　 　   行
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はがきの申し込みしめきり

受診希望日の2週間前までに健診センターに着くように、
ポストに投かんしてください。
◉ 健診を受診する人のみ、はがきをご返送ください。

はがきの記入方法

1 住所、電話番号、氏名、フリガナ、性別、生年月日はす
　 べてご記入ください。
　 ※ 必ず連絡先（電話番号）をご記入ください。
　 ※ 平成20年3月31日現在の年齢をご記入ください。
2 受けたい健診項目に○をつけてください。　
　 ※ 内容や対象年齢などは左のページでご確認ください。
3 受診希望日をご記入ください。
4 再度、記入漏れがないかご確認ください。
5 点線をはさみで切り取り、切手をはらずにそのままポス
　 トに投かんしてください。

切り取り線

コスモス健診センターでの健診について

※2　肝炎ウイルス検査の対象者

　　　平成20年３月31日現在で、40歳以上75歳以下（昭和7年４月１日～昭和43年３月31日生まれ）の人で、過去に肝炎ウ
　　　イルス検診を受けたことがない人。※現在肝炎の治療中の人は対象外になります。

※1　骨粗しょう症検診の対象者（次の年齢に該当し、受診を希望する女性）

　　　40歳（昭和42年４月１日～昭和43年３月31日生）　　　45歳（昭和37年４月１日～昭和38年３月31日生）
　　　50歳（昭和32年４月１日～昭和33年３月31日生）　　　55歳（昭和27年４月１日～昭和28年３月31日生）
　　　60歳（昭和22年４月１日～昭和23年３月31日生）　　　65歳（昭和17年４月１日～昭和18年３月31日生）
　　　70歳（昭和12年４月１日～昭和13年３月31日生）

個別健診申し込みはがき

検査項目 内容 対象 料金

基本健康診査
＊印は、コスモス健診セ
ンターのみの項目です。

問診、身体・腹囲測定、血圧、尿検査、心電図、
診察、血液検査、眼底、＊緑内障の検査（眼圧）、
＊腹部超音波検査（肝臓・胆のう・すい臓・腎臓）、
＊健診当日、医師による結果説明、管理栄養士
による栄養指導
※ 65歳以上の人は生活機能に関する検査項目

40歳以上の男女 2400円

肺
が
ん
検
診

胸部レントゲン検査 胸部レントゲン撮影 40歳以上の男女 600円

肺がん（痰
たん

検査） 喀
かくたん

痰検査（3日分）
※ 必ず胸部レントゲン検査も申し込みください。

①50歳以上で「1日喫煙本数×年」が600以上の人
1200円

②40歳以上で半年以内に血痰のあった人

胃がん検診

バリウムによる胃部レントゲン撮影（月、水、
金、第 3日） 40歳以上の男女 1800円

胃カメラによる検査（月、水、金）
※ 検査人数の都合上、別日の受診となる場合が
あります。
※ 保険証をご持参ください。

40歳以上の男女 3800円

40歳以上の男女で次に該当する人
70歳以上・生活保護世帯・非課税世帯・
65～ 69歳の老人医療受給者の人

2000円

大腸がん検診 検便（２日分） 40歳以上の男女 500円

乳がん検診
（２年に１回の受診です）

視触診、乳房レントゲン検査（2方向撮影）
※ 妊娠中の人や乳房豊胸術をしている人は受け
られません。

40歳以上の女性
（去年受けた人は対象外） 1400円 

骨粗しょう症検診 手首の骨密度をX線で調べます。 40・45・50・55・60・65・70歳の女性
※1 参照 800円

肝炎ウイルス検診
（一生に１回の受診です）

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎の血液検査です。
（基本健診の血液検査時に一緒に採血します）

40 ～ 75 歳
の男女
※2 参照

① Ｂ型肝炎検査＋Ｃ型肝炎検査 700円

② Ｃ型肝炎検査のみ受診する場合 600円

③ Ｂ型肝炎検査のみ受診する場合 100円

◉ 対象年齢の基準は、平成20年3月31日現在の年齢です。
◉ 子宮がん検診は、コスモス健診センターでは受けられません。
◉ 70歳以上、生活保護世帯、非課税世帯、65～69歳の老人医療受給者の人は、胃カメラ検査以外のすべての検診が無料です
　 が、所得状況の申告をされていない場合は、税情報の確認ができませんので健診料金は有料になります。
◉ 以下の項目を選んで受けることもできます。

個別健診の検査項目

個別健診 コスモス健診センターでの健診について 問 コスモス健診センター　☎28-5512
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はがきの申し込みしめきり

5月11日 金 必着　※ 当日消印有効
◉ 健診を受診する人のみ、はがきをご返送ください。

はがきの記入方法

1 住所、電話番号、氏名、フリガナ、性別、生年月日はす
　 べてご記入ください。
　 ※ 必ず連絡先（電話番号）をご記入ください。
　 ※ 平成20年3月31日現在の年齢をご記入ください。
2 受けたい健診項目に○をつけてください。　
　 ※ 内容や対象年齢などは右のページでご確認ください。
3 受診希望日をご記入ください。
4 受付希望時間に○をつけてください。希望の多い受付
　 時間は、申し込みの先着順になります。
5 再度、記入漏れがないかご確認ください。
6 点線をはさみで切り取り、切手をはらずにそのままポス
　 トに投かんしてください。

※2　肝炎ウイルス検査の対象者

　　　平成20年３月31日現在で、40歳以上75歳以下（昭和7年４月１日～昭和43年３月31日生まれ）
　　　の人で、過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない人。※現在肝炎の治療中の人は対象外になります。

※1　骨粗しょう症検診の対象者（次の年齢に該当し、受診を希望する女性）

　　　40歳（昭和42年４月１日～昭和43年３月31日生）　　　45歳（昭和37年４月１日～昭和38年３月31日生）
　　　50歳（昭和32年４月１日～昭和33年３月31日生）　　　55歳（昭和27年４月１日～昭和28年３月31日生）
　　　60歳（昭和22年４月１日～昭和23年３月31日生）　　　65歳（昭和17年４月１日～昭和18年３月31日生）
　　　70歳（昭和12年４月１日～昭和13年３月31日生）

集団健診申し込みはがき

◉ 対象年齢の基準は、平成20年3月31日現在の年齢です。
◉ 70歳以上、生活保護世帯、非課税世帯、65～69歳の老人医療受給者の人はすべての検診が無料ですが、所得状況の申告を
　 されていない場合は、税情報の確認ができませんので健診料金は有料になります。
◉ 以下の項目を選んで受けることもできます。

集団健診の検査項目

検査項目 内容 対象 料金

基本健康診査
問診、身体・腹囲測定、血圧、尿検査、心電図、
診察、血液検査、眼底など
※ 65歳以上の人は生活機能に関する検査項目

30歳以上の男女 1300円

肺
が
ん
検
診

胸部レントゲン検査 胸部レントゲン撮影 40歳以上の男女 300円

肺がん（痰
たん

検査） 喀
かくたん

痰検査（3日分）
※ 必ず胸部レントゲン検査も申し込みください。

①50歳以上で「1日喫煙本数×年」が600以上の人
900円

②40歳以上で半年以内に血痰のあった人

胃がん検診 バリウムによる胃部レントゲン撮影 40歳以上の男女 900円

大腸がん検診 検便（２日分） 40歳以上の男女 400円

乳がん検診
（２年に１回の受診です）

乳房レントゲン検査、超音波、乳頭分泌検査
※ 妊娠中の人や乳房豊胸術をしている人は受け
られません。

40歳以上の女性
（去年受けた人は対象外） 1700円 

子宮がん検診
（２年に１回の受診です） 子宮頚

け い ぶ

部細胞診検査 20歳以上の女性
（去年受けた人は対象外） 600円

骨粗しょう症検診 骨密度測定 40・45・50・55・60・65・70歳の女性
※1 参照 500円

肝炎ウイルス検診
（一生に１回の受診です）

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎の血液検査です。
（基本健診の血液検査時に一緒に採血します）

40 ～ 75 歳
の男女
※2 参照

① Ｂ型肝炎検査＋Ｃ型肝炎検査 600円

② Ｃ型肝炎検査のみ受診する場合 500円

③ Ｂ型肝炎検査のみ受診する場合 100円

日程

6月22日 金・23日 土・24日 日・25日 月
【受付時間】8：30～11：00

会場

金田保健センター（福智町金田1271番地）
※ 方城保健センターの集団健診は、10月12日 金 ～ 16日 火 
　の予定です。申し込み方法は8月ごろの広報でお知らせし
　ますので、受診を希望される人は後日お申し込みください。

金田保健センター 総合健診申込はがき

受付時間

1：8時40分～9時45分
2：10時～11時

受付時間

1：8時40分～9時45分
2：10時～11時

※ 希望の多い受付時間は、申込の先着順です。

金田保健センター 総合健診申込はがき

受付時間

1：8時40分～9時45分
2：10時～11時

受付時間

1：8時40分～9時45分
2：10時～11時

※ 希望の多い受付時間は、申込の先着順です。

集団健診 金田保健センターでの健診について 問 コスモス保健センター　☎28-9500
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

問

保健の掲示板
4月16日から5月15日まで

パノラマたがわ（田川市郡のイベント情報）

【大任町】第17回おおとうマラソン
  5月27日 日 （雨天決行）9：30開会
　　       （大任レインボーホール B&G海洋センター）
　　       種目：2km、5km、10km　参加者募集中
　　       申込締切：4月27日 金 必着
　　       参加料：高校生 1,000 円、一般 3,000 円
　　　　 問 「花としじみの里おおとうマラソン」事務局
 　  ☎ 63-3000（内線215）
【香春町】かわら陶器まつり
  5月3日 木 ～ 6日 日
　　       参加窯元：上野香春焼、飯岳窯、鑑月焼 守田窯、
　　       山陶庵 邦日呂窯、仲哀焼 鏡山窯
　　　　 問 香春町観光協会　☎ 49-6037
　　　　 　 香春町役場産業振興課　☎ 32-8406

▶自分より前の少年時代に流行ったパッチン。その一発勝
負の果たし文句で「オパンイチ」という言葉がある。今月、
恩師が書いた「オパンイチ」というエッセーを読み、胸が
熱くなった。最近、広報の特集が発端で町の行革が報道
されている。毎号組む特集は、魅力発見型もあれば問題
提起型もある。特に行政課題は難しいが、避けられない
課題でもある。担当者にとって特集課題が決まった瞬間が
「オパンイチ」になる。短期間の真剣勝負が始まる。（長野）
▶福智町広報担当になってから、早くも半年が過ぎた。で
も新しい町になってまだまだ知らないことばかり。そしてい
つも失敗ばかり。そんなことにも負けずに、これからもいろ
んなところに顔を出して町のことをもっと知りたいと思いま
した。先日、道を歩いてると子どもたちから「あっ、この前
来たカメラマンやろ。ひさしぶり」と、声をかけられました。
町で悪いことができなくなるほどに、たくさんの人から
自分の顔や名前を覚えてもらいたいと思います。（昌太郎）
▶小学 3年生の時、ずっと一人っ子だったわたしに初め
てできた妹。その妹が先日、中学校を無事卒業しました。
多くの生徒が涙を浮かべた卒業式では、9年間を共に過
ごしたみんなの結束の強さを感じました。離れ離れに
なるのは心細い感じもするかもしれませんが、新しい出
会いもぜひ大切にしてほしいと思います。4月は役場の
中にも少し変化がある月。職員 5年生になるわたしもま
た、気持ちを切り換えてがんばりたいと思います。（日吉）

Event

ひとのうごき（福智町の人口）

■ 人口：26,364 人（前月比＋ 36人・前年比＋ 6人）
　 男性：12,512 人／女性：13,852 人
　（転入 89 人・転出 42 人・出生 23 人・死亡 34 人）
■ 世帯：11,059 世帯（前月比＋22世帯）
　 ※平成19年2月末現在（住民基本台帳人口）

Population

4月16日 月【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象
会場：金田保健センター / 受付：13:30 ～ 15:30

4月17日 火【7～8か月児健診】
生後 7～8か月児を対象（個人通知します）
会場 : コスモス保健センター / 受付：13:00 ～ 14:00

4月18日 水【4～5か月児健診】
生後 4～5か月児を対象（個人通知します）
会場 : コスモス保健センター / 受付：13:00 ～ 14:00

4月19日 木【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象
会場：方城保健センター / 受付：9:30 ～ 11:30

4月24日 火【ポリオ（小児マヒ）予防接種】
3～18か月児を対象（7歳 5か月まで接種可）
会場：方城保健センター / 受付：13:20 ～ 14:20

4月25日 水【3歳児健診】
3歳～3歳1か月児を対象（個人通知します）
会場：コスモス保健センター / 受付：13:00 ～ 14:00

5月8日 火【ポリオ（小児マヒ）予防接種】
3～18か月児を対象（7歳 5か月まで接種可）
会場：方城保健センター / 受付：13:20 ～ 14:20

5月9日 水【乳幼児相談】
2か月児と、身体計測や育児相談などの希望者を対象
会場：コスモス保健センター / 受付：10:00 ～ 11:00

5月11日 金【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象
会場：コスモス保健センター / 受付：13:30 ～ 15:30

5月15日 火【7～8か月児健診】
生後 7～8か月児を対象（個人通知します）
会場 : コスモス保健センター / 受付：13:00 ～ 14:00

コスモス保健センター　☎ 28-9500

4月1日から変わります！
4月1日から、金田保健センターおよび方城保

健センターには職員が常駐しません。上記の

日以外のご相談やお問い合わせは、コス

モス保健センター（☎28-9500）

までお願いいたします。

集団健診 金田保健センターでの健診について

申し込み方法
5月11日 金 までに、はがきでお申し込みください。申し込み
が多い日につきましては先着順です。はがき申し込みしめきり
後は、電話でお申し込みください。

【はがきで申し込む場合】
　前のページの「金田保健センター総合健診申込はがき」に

　必要事項を記入して、5月11日 金 までにコスモス保
　健センターに着くようにポストに投かんしてください。

【電話で申し込む場合】
　電話申し込みは次の期限内に、コスモス保健センターまで
　お申し込みください。

　6月1日 金 ～6月15日 金 
　コスモス保健センター  ☎28-9500

健診までの流れ
◉ 申し込まれた内容を参考に、受診日と受付時間を決定し、
　 健診の10日前までに健診セットを自宅へお送りします。
◉ 受付時間は、申し込みの先着順です。
◉ 料金は健診当日に、会場でお支払いください。できるだけ
　 おつりの出ないようにご準備をお願いします。

問 コスモス保健センター　☎28-9500

※ ↓金田保健センター「集団健診」申し込み用はがき（表面）

　  40ページの内容をお読みになり、裏面に記入してください。はさみなどで切り取り、切手を貼らずにそのまま投函してください。
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【
日
韓
食
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催
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町
、
Ｊ
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・
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城

韓食文化交流の「キムチづくり体験」が、２月27日に中央公民館前で開

かれました。この日、上野焼開祖のゆかりの地である韓国泗川市から農協

関係者ら11人が来町。下ごしらえや隠し味の秘けつなど、三種類（白菜・

大根・きゅうり）のキムチづくりが手ほどきされ、ステージでは韓国の伝統芸能であ

る舞踊や演奏が披露されまし

た。肌寒い２月、平日の午前

中にもかかわらず、町内から

は300人の人出があり、集まっ

たみなさんは本場韓国の味と

文化に親しんでいました。


